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プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
表
現
の
自
由
︵
一
︶
阪
本
昌
成
は
じ
め
に
︱
︱
本
稿
の
問
題
設
定
第
一
章
異
例
の
法
制
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
第
二
章
自
由
な
情
報
流
通
の
国
︱
︱
例
外
の
国
ア
メ
リ
カ
第
三
章
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
secondary
right
だ
と
す
る
国
︱
︱
例
外
の
国
ア
メ
リ
カ
第
四
章
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
履
歴
︵
以
上
、
本
号
︶
第
五
章
﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
と
表
現
の
自
由
第
六
章
﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
に
お
け
る
法
準
則
第
七
章
﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
と
不
法
行
為
︱
︱
prim
a
facie
case
の
要
件
第
八
章
公
衆
の
関
心
事
Public
Interest
ま
た
は
public
concern
お
わ
り
に
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はじ
め
に
︱
︱
本
稿
の
問
題
設
定

﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
型
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
⑴
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
︵
権
︶
は
、
わ
が
国
の
実
定
法
上
の
根
拠
規
定
を
欠
く
だ
け
で
な
く
、
そ
の
意
義
や
実
体
に
つ
い
て
す
ら
、
法
学
界
に
合
意
が
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
の
判
例
・
学
説
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
積
極
的
で
、
実
際
、
そ
の
保
護
領
域
は
実
に
広
範
囲
と
な
っ
て
き
て
(
)
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
学
説
の
な
か
に
は
、
不
法
行
為
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
、
結
果
不
法
の
救
済
に
と
ど
め
る
法
原
則
に
満
足
し
な
い
で
、
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
︵
い
わ
ゆ
る
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
︶
ま
で
保
障
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
の
よ
う
な
論
調
に
で
る
も
の
も
み
ら
(
)
れ
る
。
本
稿
で
私
は
、︽
わ
が
国
の
判
例
・
通
説
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
傾
き
す
ぎ
て
い
る
︾
と
論
じ
て
い
く
が
、
こ
の
主
張
を
一
般
化
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
本
稿
は
あ
く
ま
で
、
表
現
の
自
由
と
対
立
す
る
局
面
で
あ
る
﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
︵
public
disclos-
ure
ofprivate
(
)
facts︶
と
い
う
伝
統
的
な
不
法
行
為
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
事
案
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
こ
の
傾
向
を
批
判
し
て
い
く
。
批
判
に
あ
た
っ
て
本
稿
は
、

︽
わ
が
国
の
判
例
・
通
説
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
概
念
を
広
範
囲
に
拡
大
し
す
ぎ
て
い
る
︾
、
 
そ
の
た
め
、
︽
表
現
の
自
由
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
の
対
立
の
調
整
に
、
不
法
行
為
の
成
立
要
件
の
析
出
の
段
階
で
失
敗
し
て
い
る
︾、
!
︽
免
責
("
)
事
由
の
段
階
で
の
調
整
に
も
成
功
し
て
い
な
い
︾、
と
い
う
点
を
論
証
し
て
い
く
。
論
証
に
あ
た
っ
て
本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
不
法
行
為
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
概
念
、
成
立
要
件
、
免
責
事
由
等
と
日
本
法
の
現
状
を
比
較
対
照
す
る
。
⑵
本
稿
の
こ
の
展
開
の
裏
に
は
、
本
稿
の
主
題
と
関
連
す
る
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
の
私
の
危
惧
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
、
$
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
公
式
の
権
利
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
表
現
の
自
由
は
さ
ら
に
危
機
に
瀕
す
る
だ
ろ
う
%
と
い
う
危
惧
で
(&
)
あ
り
、
第
二
は
、﹁
氏
名
・
肖
像
等
の
無
断
利
用
﹂
事
案
に
お
け
る
日
本
法
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
概
念
も
拡
大
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
表
現
の
自
由
と
の
調
整
問
題
を
真
剣
に
受
け
止
め
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
危
惧
で
('
)
あ
る
。
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本
稿
は
、
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
お
よ
び
氏
名
・
肖
像
等
の
無
断
利
用
の
問
題
点
に
は
直
接
ふ
れ
な
い
。
本
稿
の
い
う
﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
﹂
と
は
、
私
生
活
上
の
利
益
と
関
連
す
る
、
不
法
行
為
法
上
の
伝
統
的
な
意
味
で
用
い
る
こ
と
と
す
る
︵
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
の
区
別
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
本
稿
は
、﹁
不
法
行
為
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
﹂
と
の
表
記
に
で
る
︶
。
ま
た
、
不
法
行
為
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
隣
接
分
野
で
あ
る
名
誉
毀
損
の
問
題
点
も
採
り
あ
げ
る
が
、
こ
れ
も
、
原
則
と
し
て
、
不
法
行
為
法
領
域
を
指
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
︵
権
︶
の
脆
弱
さ
⑴
わ
が
国
の
場
合
、
実
定
法
上
の
明
文
規
定
を
欠
く
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
︵
権
︶
は
、
名
誉
毀
損
と
い
う
明
文
規
定
に
よ
っ
て
も
保
護
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
概
念
を
不
法
行
為
法
に
持
ち
込
む
こ
と
自
体
が
不
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
、
表
現
の
自
由
と
対
立
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
関
連
の
わ
が
国
裁
判
例
を
み
る
と
、
私
は
、
わ
が
国
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
概
念
の
捉
え
方
を
$
有
害
無
益
%
だ
と
い
い
た
く
な
っ
て
く
る
。
こ
の
点
の
詳
細
な
理
由
を
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
母
国
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
論
︵
判
例
・
学
説
︶
を
参
照
し
つ
つ
日
本
法
に
照
射
し
て
、
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る
。
⑵
日
米
と
も
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
︵
権
︶
の
歴
史
は
、
名
誉
権
と
比
べ
れ
ば
、
実
に
短
い
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
、
そ
の
母
国
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
さ
え
、
確
固
と
し
た
基
盤
に
支
え
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
証
左
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
事
案
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た
判
例
に
は
、
何
ら
の
統
一
性
は
な
く
、
雑
多
な
法
益
の
寄
せ
集
め
に
す
ぎ
な
い
、
と
の
コ
メ
ン
ト
は
不
法
行
為
法
の
大
家
、
Ｗ
・
プ
ロ
ッ
サ
ー
︵
W
.Prosser︶
を
は
じ
め
と
し
て
、
今
で
も
消
え
去
る
こ
と
が
(*
)
な
い
。
後
に
も
ふ
れ
る
よ
う
に
、
プ
ロ
ッ
サ
ー
の
四
類
型
︱
︱
①
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
︵
public
disclosure
of
private
facts︶
、
②
私
事
へ
の
侵
入
︵
intrusion
into
private
afairs︶
、
③
誤
認
を
生
ぜ
し
め
る
公
表
︵
publicity
placing
one
in
false
light︶
、
④
氏
名
・
肖
像
等
の
営
利
的
無
断
利
用
︵
appropriation
ofnam
e
or
likeness︶
︱
︱
は
、$
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
だ
%
と
さ
れ
て
き
た
立教法学 第 76号（2009)
36
判
例
に
は
、
統
一
的
な
法
益
が
発
見
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
侵
害
方
法
を
記
述
し
て
み
よ
う
と
い
う
視
点
か
ら
雑
多
な
先
例
を
束
ね
て
(,
)
み
た
、
と
い
う
成
果
で
あ
る
。
第
二
。
ア
メ
リ
カ
の
相
当
数
の
学
者
は
、﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
﹂
を
法
哲
学
的
に
精
査
し
た
と
き
、
そ
こ
に
は
確
固
た
る
論
拠
が
欠
け
て
い
る
、
と
論
じ
て
(-
)
い
る
。
あ
る
者
は
、
liberty
と
し
て
論
ず
れ
ば
足
る
と
(
)
い
い
、
別
の
論
者
は
property
right
と
し
て
論
ず
10
べ
き
だ
と
い
う
か
と
思
(
)
え
ば
、
さ
ら
に
別
の
者
は
confidentiality
に
代
替
さ
せ
る
ほ
う
が
よ
い
と
(
)
い
い
、
ま
た
あ
る
者
は
、
プ
ラ
イ
11
12
バ
シ
ー
は
明
ら
か
に
誤
記
で
あ
り
、
人
間
の
尊
厳
に
書
き
換
え
る
べ
(
)
き
だ
、
と
い
う
よ
う
に
。
13
第
三
。
ア
メ
リ
カ
の
五
〇
州
の
う
ち
、
判
例
法
ま
た
は
制
定
法
に
よ
っ
て
﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
を
不
法
行
為
と
し
て
い
る
の
が
四
一
州
。
残
り
の
州
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
概
念
の
曖
昧
さ
を
理
由
に
、
成
立
を
拒
否
し
て
い
る
︵
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
、
ミ
ネ
ソ
タ
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ノ
ー
ス
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
の
五
州
は
、
こ
の
タ
イ
プ
を
不
法
行
為
と
す
る
こ
と
を
明
確
に
拒
否
し
て
い
る
、
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
四
類
型
す
べ
て
を
、
判
例
法
ま
た
は
制
定
法
に
よ
っ
て
、
不
法
行
為
と
す
る
法
域
は
、
五
四
の
う
ち
二
九
だ
と
(
)
い
う
︶
。
こ
の
慎
重
な
態
度
の
背
景
に
は
、
表
現
の
自
由
と
の
対
立
問
題
が
流
れ
て
い
る
︵
本
稿
は
、
こ
の
点
の
詳
細
を
次
第
に
論
14
じ
て
い
く
だ
ろ
う
︶
。
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
承
認
州
に
お
い
て
も
、﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
が
不
法
行
為
に
あ
た
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
は
、
極
め
て
少
な
い
と
い
う
点
で
(
)
あ
る
。
15

﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
の
不
法
行
為
⑴
連
邦
最
高
裁
ま
で
争
わ
れ
た
﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
事
案
は
、
数
少
な
く
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
連
邦
最
高
裁
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
側
が
勝
利
し
た
例
は
(
)
な
い
。
こ
の
タ
イ
プ
の
事
案
は
、
真
実
情
報
の
公
表
に
つ
き
法
的
16
責
任
を
問
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
最
高
裁
判
例
は
、
表
現
の
自
由
ま
た
は
自
由
な
情
報
流
通
保
護
と
の
対
立
に
神
経
質
と
な
っ
て
い
る
︵
ア
メ
リ
カ
法
は
、
虚・
偽・
情・
報・
の・
公・
表・
が
原
告
の
good
reputation
を
毀
損
す
る
こ
と
を
名
誉
毀
損
と
し
て
法
処
理
し
、
真・
実・
情・
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報・
の・
公・
表・
が
原
告
を
あ
ま
り
に
em
barrass
さ
せ
る
と
き
典
型
的
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
し
て
法
処
理
す
る
の
で
あ
る
︶
。
連
邦
最
高
裁
判
例
は
、
次
章
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、﹁
異
形
﹂
の
︵
oddly
︶
不
法
行
為
領
域
で
あ
る
名
誉
毀
損
法
を
、
表
現
の
自
由
の
観
点
か
ら
み
て
、
正
常
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
最
高
裁
の
姿
勢
は
、
真
偽
の
判
断
の
つ
き
が
た
い
言
明
に
つ
き
、
被
告
に
真
実
性
の
証
明
を
負
担
さ
せ
て
お
き
な
が
ら
も
、
原
告
に
は
、
そ
の
被
る
損
害
の
証
明
も
被
告
側
の
fault
も
証
明
不
要
と
し
て
い
る
法
制
を
、
表
現
の
自
由
に
と
っ
て
危
険
だ
、
と
み
た
こ
と
と
関
連
し
て
(
)
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
名
誉
毀
損
の
不
法
行
為
法
は
、
不
法
行
為
法
の
17
な
か
で
は
異
形
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
⑵
﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
の
不
法
行
為
法
は
、
名
誉
毀
損
法
よ
り
も
、
も
っ
と
異
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
疑
義
が
、
ア
メ
リ
カ
の
法
学
者
全
般
に
行
き
わ
た
っ
て
い
る
。
あ
る
論
者
は
、
不
法
行
為
法
理
論
の
本
質
か
ら
外
れ
た
﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
事
案
は
、
不
法
行
為
か
ら
消
え
去
る
だ
ろ
う
、
と
ま
で
予
言
(
)
し
た
。
こ
の
予
言
は
的
中
し
た
と
は
い
い
が
た
い
も
の
の
、
別
の
論
18
者
は
、
︽
連
邦
最
高
裁
判
決
を
み
る
と
、
消
滅
の
サ
イ
ン
が
い
く
つ
か
発
信
さ
れ
て
い
る
︾
と
(
)
い
う
。
19
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
不
法
行
為
の
ど
こ
が
、
異
形
だ
と
い
う
の
か
、
そ
し
て
、
﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
の
不
法
行
為
の
ど
こ
が
格
別
に
異
形
だ
と
い
う
の
か
。
表
現
の
自
由
に
と
っ
て
、
ど
の
点
が
危
険
だ
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
(
)
後
掲
注
︵
︶
参
照
。
105
(
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
掲
注
︵
︶
と
注
︵
︶
で
ふ
れ
る
裁
判
例
お
よ
び
学
説
を
比
較
せ
よ
。
105
136
(
)
﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
は
、
論
者
に
よ
っ
て
は
﹁
私
生
活
の
公
表
﹂
ま
た
は
﹁
私
事
の
公
表
﹂
と
表
現
す
る
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
特
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
と
表
記
す
る
。
("
)
不
法
行
為
法
に
お
い
て
は
、﹁
違
法
性
阻
却
事
由
／
責
任
阻
却
事
由
﹂
の
別
を
重
視
し
な
い
で
﹁
免
責
事
由
﹂
と
い
う
用
語
に
よ
る
こ
と
が
多
い
。
本
稿
で
も
、
ひ
ろ
く
﹁
免
責
事
由
﹂
と
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。
(&
)
(
不
法
行
為
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
は
異
な
る
︶
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
表
現
の
自
由
を
浸
食
す
る
だ
ろ
う
と
論
じ
た
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
論
攷
と
し
て
、
See
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情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
す
な
わ
ち
、
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
不
法
行
為
理
論
に
持
ち
込
む
と
な
る
と
、
表
現
の
自
由
の
み
な
ら
ず
、
ひ
ろ
く
、
情
報
流
通
の
自
由
が
も
つ
社
会
的
効
用
を
阻
害
す
る
。
わ
が
国
の
判
例
が
、
そ
の
方
向
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
掲
注
︵
︶
を
105
み
よ
。
('
)
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
肖
像
・
氏
名
等
の
個
人
識
別
項
目
の
無
断
利
用
は
、
通
常
、
営
利
的
冒
用
に
つ
い
て
不
法
行
為
責
任
を
問
お
う
と
す
る
類
型
で
あ
る
。
こ
の
類
型
に
お
い
て
原
告
が
有
す
る
と
主
張
さ
れ
る
法
益
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
は
別
個
の
財
産
権
で
あ
る
、
と
多
く
の
論
者
は
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
理
解
の
も
と
、
ア
メ
リ
カ
法
は
、
こ
れ
を
right
to
publicity
と
し
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
は
独
立
し
た
法
益
と
し
て
位
置
づ
け
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
R
ight
to
publicity
と
は
、
日
本
法
と
は
違
っ
て
、
市
井
の
人
が
有
す
る
権
利
で
は
な
く
、
有
名
人
が
自
分
の
個
人
識
別
項
目
に
も
つ
財
産
的
利
益
で
あ
る
。
か
よ
う
に
限
定
さ
れ
て
い
る
right
to
publicity
で
あ
っ
て
も
、
表
現
の
自
由
を
制
限
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
問
視
す
る
論
者
は
多
い
。
See
E
.V
olokh,Freedom
of
Speech
and
the
R
ight
of
P
ublicity,40
H
O
U
S
.L.RE
V
.903︵
2003︶;
G
.F
ranke,T
he
R
ightofP
ublicity
vs.FirstA
m
endm
ent:W
il
O
ne
T
estE
ver
C
apture
the
Starring
R
ole?,79
S.CA
L
.L.RE
V
.945︵
2006︶.
(*
)
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
︵
権
︶
概
念
の
脆
弱
さ
を
詳
細
に
論
じ
た
論
攷
と
し
て
、
See
A
.Peikof,B
eyond
R
eductionism
:R
econsidering
the
R
ightto
P
rivacy,3
N
Y
U
J.L.&
LIB
E
R
T
Y
1︵
2008︶︵
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
な
る
法
的
タ
ー
ム
は
、
自
由
ま
た
は
財
産
権
に
変
換
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
権
利
は
客
観
的
な
法
益
を
保
護
す
る
の
で
あ
っ
て
、
主
観
的
な
も
の
に
ま
で
拡
大
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
︶;
A
.Peikof,T
he
R
ightto
P
rivacy:C
ontem
porary
R
eductionistsand
T
heir
C
ritics,13
V
A
.J.SO
C
.PO
LxY
&
L.474︵
2006︶︵
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
伝
統
的
な
権
利
へ
と
還
元
す
べ
き
だ
と
す
る
学
説
に
対
す
る
批
判
に
対
し
て
、
還
元
論
者
は
ど
う
回
答
す
る
だ
ろ
う
か
︶
。
ま
た
、
後
掲
注
︵
︶、︵
︶
お
よ
び
そ
れ
ら
の
本
文
も
参
照
。
67
75
(,
)
後
掲
注
︵
︶
-︵
︶
お
よ
び
そ
れ
ら
の
本
文
を
み
よ
。
79
81
(-
)
J.T
H
O
M
SO
N
,T
H
E
RE
A
LM
O
F
RIG
H
T
S
,280f.︵
1990︶.
(
)
See
Peikof,B
eyond
R
eductionism
,supra
note
7.
10(
)
See
R
.Posner,T
he
R
ightofP
rivacy,12
GA
.L.RE
V
.393︵
1978︶;
G
.Stigler,A
n
Introduction
to
P
rivacy
in
E
conom
ics
and
P
olitics,9
J.LE
G
A
L
11
ST
U
D
.623
︵
1980︶.
そ
の
他
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
阪
本
昌
成
﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
個
人
情
報
の
保
護
︱
︱
情
報
財
の
保
護
か
自
由
な
流
通
か
︱
︱
﹂
佐
藤
幸
治
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
﹃
国
民
主
権
と
法
の
支
配
︵
下
︶﹄
八
三
頁
以
下
︵
二
〇
〇
八
︶
参
照
。
(
)
See
N
.R
ichards
&
D
.Solove,P
rivacyxs
O
ther
P
ath:R
ecovering
the
L
aw
ofC
onfidentiality,96
GE
O
.L.J.124︵
2007
︶.
12(
)
See,e.g.,J.M
iler,D
ignity
as
a
N
ew
Fram
ew
ork,R
eplacing
the
R
ightto
P
rivacy,30
T
.JE
F
F
E
R
SO
N
L.RE
V
.1
︵
2007︶.
13(
)
See
R
.C
onnalon,A
n
Integrative
A
lternative
for
A
m
ericaxs
P
rivacy
T
orts,
38
G
O
LD
E
N
G
A
T
E
U
.L.R
E
V
.71,77
n.57︵
2007︶.
こ
の
論
者
に
よ
れ
ば
14︵
Ibid.,
at
78︶、
一
〇
州
の
憲
法
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
明
文
規
定
し
て
い
る
が
、
カ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
以
外
、
不
法
行
為
法
へ
の
理
論
的
影
響
は
な
い
、
と
い
う
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
つ
い
て
は
、
合
衆
国
の
な
か
で
異
例
の
州
で
あ
る
。
(
)
後
掲
注
︵
︶
お
よ
び
そ
の
本
文
を
み
よ
。
ま
た
、
See
R
.Posner,Free
Speech
in
an
E
conom
ic
P
erspective,20
SU
F
F
O
R
K
U
.L.RE
V
.1,43
n.90︵
州
の
裁
判
15
58
プライバシーの権利と表現の自由（1）（阪本昌成）
39
例
に
お
い
て
原
告
勝
訴
の
事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
︶。
(
)
See
H
.Zuckm
an,Invasion
ofP
rivacy―
―
Som
e
C
om
m
unicative
T
orts
W
hose
T
im
e
H
as
G
one,47
W
A
SH
.&
LE
E
L.RE
V
.253,261︵
1990︶.
ま
た
、
16
第
二
章

⑵
を
、
さ
ら
に
次
号
注
︵
︶
お
よ
び
そ
の
本
文
も
み
よ
︵
注
︵
︶
以
降
は
次
号
︶。
118
82
(
)
本
稿
は
、
連
邦
最
高
裁
が
名
誉
毀
損
法
制
︵
民
事
に
か
ぎ
る
︶
と
表
現
の
自
由
と
の
対
立
を
ど
こ
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
調
整
し
よ
う
と
苦
悩
し
て
き
た
か
、
詳
細
に
17
論
ず
る
こ
と
を
し
な
い
︵
別
の
機
会
に
譲
る
︶。
こ
こ
で
、
必
要
最
小
限
の
こ
と
を
述
べ
る
と
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
名
誉
毀
損
法
制
︵
な
か
で
も
、
libel
の
法
制
︶
に
つ
い
て
の
違
憲
の
疑
義
は
、
次
の
諸
点
に
あ
る
︵
N
ew
Y
ork
T
im
es
C
o.v.Sulivan,376
U
.S.254︹
1964
︺
以
降
は
、
こ
の
疑
義
の
一
部
が
解
消
さ
れ
て
い
る
が
︶
。
⒜
言
明
内
容
の
も
つ
傾
向
か
ら
、
言
明
者
の
fault
を
推
定
す
る
と
い
う
、
厳
格
責
任
︵
strict
liability
rule
︶
の
法
制
に
よ
っ
て
き
た
こ
と
︵
厳
密
に
い
え
ば
、
摘
示
事
実
が
虚
偽
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
被
告
の
fault
の
有
無
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
責
任
を
負
わ
せ
て
き
た
こ
と
︶
。
⒝
言
明
内
容
が
defam
atory
で
あ
る
か
ど
う
か
が
、﹁
合
理
人
の
合
理
的
な
読
み
方
か
ら
す
れ
ば
﹂
と
か
﹁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か
ら
み
れ
ば
﹂
と
い
っ
た
、
被
告
に
と
っ
て
み
れ
ば
反
証
不
能
な
判
定
方
法
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
。
⒞
言
明
内
容
が
defam
atory
で
あ
れ
ば
、
当
該
言
明
は
違
法
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
推
定
原
則
の
た
め
に
、
真
実
性
の
証
明
も
、
﹁
公
衆
の
関
心
事
﹂
の
証
明
も
、
被
告
が
負
担
せ
ざ
る
を
え
な
い
法
制
に
な
っ
て
い
る
こ
と
︵
N
ew
Y
ork
T
im
es
以
降
は
、
一
部
、
こ
れ
が
修
正
さ
れ
て
い
る
︶。
⒟
刑
事
で
あ
れ
ば
、
問
わ
れ
る
は
ず
の
、
m
ens
rea
の
要
件
︵
言
明
の
誹
謗
的
な
箇
所
を
個
別
的
に
知
っ
て
い
る
こ
と
の
要
件
︶
が
不
問
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
⒠
毀
損
の
程
度
と
損
害
の
程
度
が
不
明
の
ま
ま
、
generaldam
ages
の
賠
償
が
容
認
さ
れ
て
き
た
こ
と
。
⒡
言
明
内
容
と
損
害
発
生
と
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
明
確
な
証
明
が
不
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
⒢
事
案
に
よ
っ
て
は
、
被
告
が
懲
罰
的
金
銭
賠
償
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
。
以
上
、
要
す
る
に
、
成
立
要
件
と
救
済
方
法
を
統
制
す
る
法
準
則
が
欠
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
ほ
か
に
も
、
名
誉
毀
損
法
に
は
疑
義
が
残
さ
れ
て
い
る
。
後
掲
注
︵
)-(
︶
を
み
よ
。
こ
れ
ら
の
疑
義
の
い
く
つ
か
は
、﹁
私
事
の
公
表
﹂
と
い
う
プ
ラ
イ
20
21
バ
シ
ー
侵
害
の
法
制
に
つ
い
て
特
に
い
え
る
。
後
掲
注
︵
)-(
︶
お
よ
び
そ
れ
ら
の
本
文
を
み
よ
。
61
62
(
)
See
D
.Zim
m
erm
an,R
equiem
for
a
H
eavyw
eight:A
Farew
el
to
W
arren
A
nd
B
randeisxs
P
rivacy
T
ort,68
CO
R
N
E
LL
L.RE
V
.291︵
1983︶.
18(
)
See
P.M
cN
ulty,T
he
P
ublic
D
isclosure
ofP
rivate
Facts:T
here
is
L
ife
after
F
lorida
Star,50
D
R
A
K
E
L.RE
V
.93
︵
2001︶.
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異
例
の
法
制
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法

T
ortious
Speech
と
言
論
の
自
由
⑴
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
不
法
行
為
法
︵
こ
れ
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
tortious
speech%
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
立教法学 第 76号（2009)
40
る
︶
は
、
通
常
の
不
法
行
為
に
比
べ
て
﹁
異
例
の
法
制
﹂
と
な
っ
て
(
)
い
る
。
と
い
う
の
も
、
tortious
speech
領
域
に
お
い
て
は
、

20
言
論
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
法
益
の
内
実
・
外
延
が
明
確
で
は
な
く
、
 
﹁
権
益
侵
害
﹂、﹁
損
害
の
発
生
﹂、﹁
因
果
関
係
﹂
と
い
っ
た
成
立
要
件
が
厳
密
に
問
わ
(
)
れ
ず
、
し
か
も
、
!
抗
弁
︵
defenses︶
も
定
型
的
で
な
く
、
裁
判
所
︵
裁
判
官
︶
の
利
21
益
衡
量
を
許
容
し
て
い
る
か
ら
で
(
)
あ
る
。
そ
の
ぶ
ん
、
い
か
な
る
表
現
が
、
ど
こ
ま
で
保
護
さ
れ
る
の
か
、
予
見
性
に
欠
け
る
の
で
あ
22
る
。以
上
の
事
情
は
、
日
本
法
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
、
い
や
、
日
本
法
に
お
い
て
は
格
別
に
顕
著
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
⑵
T
ortious
speech
に
お
い
て
は
、
言
論
と
対
立
す
る
法
益
の
明
確
さ
、
現
実
損
害
の
発
生
や
因
果
関
係
は
、
な
ぜ
厳
格
に
問
わ
れ
な
い
の
か
。
私
の
診
断
は
こ
う
で
あ
る
。

不
法
行
為
法
は
、
被
害
者
の
事
後
的
な
妥
当
な
救
済
と
い
う
見
地
か
ら
、
具
体
的
妥
当
性
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
り
、
予
見
可
能
性
を
重
視
す
る
必
要
性
は
(
)
低
い
。
23

あ
る
言
明
が
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
た
ら
す
被
害
は
、
金
銭
的
な
影
響
よ
り
も
ず
っ
と
微
妙
で
(
)
あ
る
。
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
24
シ
ー
は
、
本
来
は
金
銭
に
換
算
で
き
な
い
法
益
保
護
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
損
害
を
可
視
化
し
証
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

あ
る
言
明
の
公
表
は
、
そ
の
受
け
手
の
意
識
の
な
か
に
一
定
の
理
解
を
も
た
ら
す
。
原
告
は
、
こ
の
理
解
を
受
け
手
の
意
識
か
ら
消
し
去
る
こ
と
の
困
難
さ
を
知
っ
て
い
る
。
こ
の
、
困
難
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
、
原
告
に
与
え
る
損
害
で
(
)
あ
り
、
25
こ
こ
に
因
果
関
係
も
見
て
取
れ
る
。

原
告
の
内
部
に
生
ず
る
受
け
手
の
感
覚
を
第
三
者
︵
裁
判
所
︶
が
理
解
す
る
に
は
、
問
題
の
言
明
内
容
の
も
つ
一
般
的
な
傾
向
プライバシーの権利と表現の自由（1）（阪本昌成）
41
︵
社
会
通
念
︶
に
よ
っ
て
判
定
す
る
以
外
な
い
。
⑶
以
上
の

～

の
特
徴
は
、
対
立
す
る
表
現
の
自
由
の
側
面
か
ら
捉
え
直
せ
ば
、
ど
う
言
い
直
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
故
意
・
過
失
を
含
め
た
fault
の
要
件
を
無
視
し
た
う
え
で
、
一
行
で
言
い
表
す
と
す
れ
ば
、
こ
う
な
ろ
う
。
︽
被
告
の
言
明
内
容
は
、
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
、
明
ら
か
に
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
情
報
︵
名
誉
毀
損
の
場
合
に
は
、
誹
謗
・
中
傷
的
言
明
︶
の
公
表
で
あ
っ
て
、
許
容
し
が
た
い
不
法
行
為
に
該
当
す
る
︾。
こ
れ
は
、
被
告
の
不
法
行
為
責
任
が
、
そ
の
言
明
内
容
一
点
に
か
か
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
る
ほ
ど
こ
の
法
的
評
価
は
、
社
会
通
念
と
い
う
、
一
見
す
れ
ば
、
客
観
的
フ
ィ
ル
タ
ー
を
経
由
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
実
の
と
こ
ろ
、
言
明
内
容
の
許
容
度
か
ら
人
︵
原
告
お
よ
び
一
般
人
︶
の
主
観
的
反
応
を
推
し
測
っ
て
い
る
。
こ
う
な
る
と
、
被
告
は
、
原
告
の
主
観
的
反
応
に
も
、
社
会
通
念
(
)
に
も
、
損
害
の
発
生
に
関
し
て
も
、
反
証
す
る
こ
と
が
不
能
か
ま
た
は
困
難
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
26
告
は
法
理
論
上
、
そ
の
反
証
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
法
構
造
こ
そ
、
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
制
が
異
形
だ
、
と
か
、
自
由
闊
達
な
表
現
に
と
っ
て
危
険
だ
、
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
⑷
特
に
、﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
の
不
法
行
為
は
、
名
誉
毀
損
と
比
べ
て
、
異
形
度
が
強
い
。
ア
メ
リ
カ
の
名
誉
毀
損
に
お
い
て
は
そ
の
成
立
に
は
、

被
告
の
原
告
を
中
傷
す
る
言
明
行
為
が
、

原
告
の
生
活
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
hatred,contem
pt,
ま
た
は
ridicule
を
引
き
起
こ
し
、

た
め
に
、
こ
れ
ま
で
原
告
が
作
り
上
げ
て
き
た
人
間
関
係
・
取
引
関
係
を
変
化
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
、
と
い
う
要
素
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
名
誉
毀
損
法
は
、
⒜
被
告
の
行
為
が
原
告
の
法
益
を
棄
損
し
、
⒝
損
害
を
発
生
さ
せ
、
⒞
行
為
と
損
害
と
の
間
に
因
果
関
係
が
み
て
と
れ
る
、
と
い
う
不
法
行
為
法
の
本
道
に
、
か
ろ
う
じ
て
と
ど
ま
っ
て
(
)
い
る
。
そ
れ
で
も
、
従
来
の
名
誉
毀
損
法
が
、
被
告
の
fault
も
、
損
害
の
発
生
も
、
法
上
推
定
し
て
、
27
generaldam
ages
の
支
払
い
を
命
じ
て
き
た
こ
と
の
憲
法
上
の
疑
義
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
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﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
の
不
法
行
為
は
、
原
告
の
い
か
な
る
法
益
を
危
殆
に
陥
れ
る
の
か
、
そ
の
損
害
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
被
告
の
行
為
と
損
害
と
の
間
の
因
果
関
係
の
証
明
は
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
？
こ
の
疑
義
は
、
不
法
行
為
法
の
理
論
と
し
て
も
、
表
現
の
自
由
と
い
う
憲
法
理
論
と
し
て
も
、
真
剣
に
問
い
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

厳
格
責
任
と
言
論
の
自
由
⑴
私
は
、
右
で
、﹁
故
意
・
過
失
の
要
件
を
ふ
く
め
た
fault
の
要
件
を
無
視
し
た
う
え
で
﹂
と
の
留
保
を
付
し
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
不
法
行
為
に
お
け
る
fault
も
、
か
つ
て
の
名
誉
毀
損
法
と
同
様
に
、
言
明
内
容
か
ら
推
し
量
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
義
を
私
は
も
っ
て
い
る
︵
私
の
疑
義
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
︶
。
右
で
既
に
概
観
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
名
誉
毀
損
法
は
、
な
が
く
、
厳
格
責
任
の
原
則
︵
strict
liability
rule︶
に
よ
っ
て
い
た
。
名
誉
毀
損
の
言
明
は
、
古
く
か
ら
刑
法
上
違
法
で
有
責
の
w
rong
で
あ
る
と
扱
わ
れ
て
き
た
た
め
に
、
不
法
行
為
法
上
、
厳
格
責
任
の
法
制
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
︵
過
失
理
論
が
完
成
す
る
以
前
に
、
名
誉
毀
損
は
不
法
行
為
に
該
当
す
る
も
の
と
扱
わ
れ
て
き
た
︶
。
そ
の
た
め
、
英
米
法
は
、
誹
謗
的
文
書
を
意
図
的
に
︵
intentionaly
︶
公
表
す
る
行
為
を
違
法
で
あ
る
と
し
て
、
公
表
者
に
厳
格
責
任
、
す
な
わ
ち
、
摘
示
事
実
が
虚
偽
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
被
告
の
fault
の
有
無
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
責
任
を
負
わ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
不
法
行
為
法
の
大
家
、
Ｗ
・
キ
ー
ト
ン
︵
W
.K
eeton
︶
は
い
う
。
﹁
こ
の
責
任
構
造
は
、
公
表
内
容
が
虚
偽
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
れ
ば
、
真
実
で
あ
る
と
信
ず
る
に
つ
き
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
こ
と
を
い
か
に
被
告
が
主
張
し
よ
う
と
、
被
告
が
責
任
を
負
う
と
い
う
意
味
で
、
non-fault
の
法
制
と
し
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
(
)
ろ
う
﹂。
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こ
の
法
制
は
、
わ
が
国
の
﹁
真
実
相
当
性
の
理
論
﹂
を
寄
せ
付
け
な
い
ほ
ど
、
名
誉
保
護
的
だ
っ
た
。
N
ew
Y
ork
T
im
es
C
o.v.
Sulivan,376
U
.S.254
(1964)
に
お
け
る
﹁
現
実
の
悪
意
ル
ー
ル
﹂
︵
actualm
alice
rule
ま
た
は
Sulivan
(
)
rule︶
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
29
ー
上
の
原
則
で
あ
っ
た
厳
格
責
任
の
法
理
を
、
修
正
一
条
に
よ
っ
て
﹁
革
命
的
に
﹂
覆
し
た
の
で
あ
る
。
⑵
た
し
か
に
、
名
誉
保
護
の
不
法
行
為
法
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
制
は
、
成
立
要
件
か
ら
免
責
事
由
ま
で
を
異
に
し
て
い
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
は
、
名
誉
毀
損
法
に
み
ら
れ
た
厳
格
責
任
の
体
制
に
よ
っ
て
は
お
ら
ず
、
fault
を
要
件
と
し
て
い
る
、
と
い
わ
れ
る
。
が
、
こ
の
要
件
が
は
た
し
て
独
立
に
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
再
検
討
を
要
す
る
。
さ
ら
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
い
う
法
益
の
曖
昧
さ
を
考
え
た
と
き
、
そ
し
て
ま
た
、
表
現
の
自
由
保
障
の
観
点
か
ら
こ
の
法
制
を
見
直
し
た
(
)
と
き
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
は
、
名
30
誉
毀
損
法
に
負
け
ず
劣
ら
ず
、
い
や
、
そ
れ
以
上
に
不
法
行
為
法
の
本
道
か
ら
外
れ
て
お
り
、
多
く
の
疑
義
を
抱
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
表
現
の
自
由
保
障
の
観
点
か
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
制
を
見
直
し
た
と
き
、
こ
の
法
制
に
は
法
準
則
︵
legal
rule︶
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
)
S.G
iles,T
aking
FirstA
m
endm
entP
rocedure
Seriously:A
n
A
nalysis
ofP
rocess
in
L
ibelL
itigation,58
O
H
IO
ST
.L.J.1753,1780-1782︵
1998
︶
20
は
、
名
誉
毀
損
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
こ
う
い
っ
て
い
る
。
﹁
名
誉
毀
損
に
関
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
、
不
法
行
為
法
の
な
か
で
も
、
現
実
の
損
失
に
関
す
る
証
明
な
し
で
も
損
害
賠
償
の
救
済
方
法
を
認
め
て
い
る
点
で
異
形
︵
oddly
︶
で
あ
る
。
名
誉
毀
損
訴
訟
に
お
け
る
伝
統
的
な
法
理
に
よ
れ
ば
、
あ
る
事
実
を
他
者
に
伝
達
し
た
と
い
う
事
実
が
あ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
侵
害
行
為
︵
injury
︶
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
侵
害
の
生
じ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
賠
償
額
を
決
定
す
る
大
幅
な
裁
量
権
限
を
陪
審
に
あ
た
え
る
こ
と
は
、
毀
損
的
虚
偽
の
公
表
を
理
由
と
す
る
責
任
法
制
の
威
力
を
不
必
要
な
ほ
ど
高
め
、
表
現
の
自
由
の
活
力
あ
る
行
使
に
と
っ
て
禁
圧
的
に
働
く
だ
ろ
う
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
推
定
的
な
損
倍
賠
償
の
法
理
は
、
虚
偽
事
実
の
公
表
に
よ
っ
て
被
っ
た
損
失
を
補
償
す
る
こ
と
を
超
え
て
、
ア
ン
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
意
見
を
陪
審
が
禁
圧
し
よ
う
と
す
る
動
機
づ
け
に
な
る
﹂
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
紛
争
は
、
主
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
の
対
抗
関
係
の
な
か
で
生
じ
て
き
た
た
め
に
、
当
初
よ
り
、
判
例
も
、
表
現
の
自
由
に
あ
る
程
度
ま
で
配
慮
し
て
き
た
、
と
も
い
え
る
。
See
M
.FR
A
N
K
LIN
,et.al.,M
A
SS
M
E
D
IA
LA
W
366︵
7th
ed.2005︶.
そ
れ
で
も
、
修
正
一
条
上
の
疑
義
が
残
さ
れ
て
い
る
、
と
多
く
の
論
者
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
掲
注
︵
︶
も
み
よ
。
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(
)
い
く
つ
か
の
州
は
、
libelper
se
と
呼
ば
れ
る
考
え
方
を
温
存
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
種
類
の
libel
に
、
損
害
が
実
際
に
発
生
す
る
こ
と
を
成
立
要
21
件
と
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
R
.B
ezanson
&
B
.M
urchison,T
hree
V
oicesofL
ibel,47
W
A
SH
.&
LE
E
.L.RE
V
.213,217︵
1990
︶
は
、
こ
の
名
誉
毀
損
法
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
﹁
問
題
の
言
明
の
中
心
的
な
意
味
が
中
傷
的
︵
defam
atory
︶
で
あ
れ
ば
、
損
害
発
生
の
お
そ
れ
あ
り
と
推
定
さ
れ
る
と
同
時
に
、
同
言
明
と
相
手
方
の
被
る
被
害
と
の
間
に
は
因
果
関
係
あ
り
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
名
誉
毀
損
が
、
因
果
関
係
の
証
明
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
る
﹂。
こ
の
事
情
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
事
案
に
つ
い
て
特
に
い
え
る
。
(
)
ア
メ
リ
カ
で
の
代
表
的
な
抗
弁
で
あ
る
﹁
公
共
の
関
心
事
﹂︵
public
interests︶、
わ
が
国
で
の
﹁
公
共
の
利
害
﹂
の
曖
昧
さ
に
つ
い
て
は
、
後
に
ふ
れ
る
と
こ
ろ
22
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
次
号
の
後
掲
注
︵
︶、
日
本
に
つ
い
て
は
同
じ
く
次
号
の
第
八
章

⑷
を
み
よ
。
125
(
)
た
と
え
ば
、
加
藤
一
郎
編
集
﹃
注
釈
民
法
⒆
﹄︵
有
斐
閣
、
一
九
六
五
︶
四
～
五
頁
参
照
。
23(
)
See
PR
O
SSE
R
&
K
E
E
T
O
N
O
N
T
H
E
LA
W
O
F
T
O
R
T
S
842-45︵
5th
ed.1984︶.
24(
)
See
B
ezanson
&
M
urchison,supra
note
21,at
217.
25(
)
被
告
と
し
て
は
、
裁
判
所
ま
た
は
陪
審
員
が
﹁
通
常
人
﹂
基
準
を
ど
う
み
る
か
を
予
想
す
る
以
外
、
対
策
の
施
し
よ
う
が
な
い
。
こ
の
点
を
指
摘
す
る
論
攷
と
し
26
て
、
See
S.Ingber,R
ethinking
Intangible
Injuries:A
Focus
on
R
em
edy,73
CA
L
.L.RE
V
.839,849-50︵
1985︶.
(
)
R
.EPST
E
IN
,T
O
R
T
S
479︵
1999︶
は
、
人
間
関
係
の
利
益
の
ロ
ス
と
い
う
要
件
が
名
誉
毀
損
法
を
不
法
行
為
法
の
本
道
に
と
ど
め
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
27(
)
W
.K
eeton,D
efam
ation
and
Freedom
ofthe
P
ress,54
T
E
X
.L.RE
V
.1221,1222︵
1976︶.
28(
)
後
掲
注
︵
︶
参
照
。
29
45
(
)
連
邦
最
高
裁
判
決
の
な
か
で
も
、
私
事
公
表
の
法
的
規
制
が
表
現
の
自
由
を
萎
縮
さ
せ
る
と
正
面
か
ら
論
じ
た
判
例
が
、
Florida
Star
v.B
.J.F.,419
U
.S.524
30︵
1989
︶
で
あ
る
。
こ
の
事
案
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
合
法
的
に
入
手
し
た
情
報
を
も
と
に
し
て
、
あ
る
メ
デ
ィ
ア
が
、
強
姦
殺
人
の
写
真
と
と
も
に
、
被
害
者
の
完
全
な
実
名
を
報
道
し
た
こ
と
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
が
問
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
Florida
Star
は
、
傍
論
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
︵
491
U
.
S.,at
539
︶
、
fault
の
証
明
を
憲
法
上
の
要
件
で
あ
る
と
論
じ
た
こ
と
も
、
最
高
裁
が
﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
の
不
法
行
為
化
に
警
戒
的
で
あ
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。
Florida
Star
は
、
名
誉
毀
損
と
対
照
し
な
が
ら
、
最
低
限
、
名
誉
毀
損
に
お
い
て
は
虚
偽
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
過
失
の
証
明
が
憲
法
上
必
須
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
フ
ロ
リ
ダ
州
法
が
真
実
情
報
に
つ
い
て
の
言
論
保
障
の
程
度
を
名
誉
事
案
よ
り
も
低
下
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、
こ
れ
は
﹁
倒
錯
し
て
い
る
︵
perverse
︶﹂
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
後
掲
注
︵
︶
も
み
よ
。
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第
二
章
自
由
な
情
報
流
通
の
国
︱
︱
例
外
の
国
ア
メ
リ
カ

法
準
則
LegalR
ule
の
国
⑴
ア
メ
リ
カ
は
、
比
較
法
的
に
み
て
、
表
現
の
自
由
︵
表
現
権
︶
を
厚
く
保
護
せ
ん
と
す
る
﹁
例
外
の
国
﹂
で
(
)
あ
る
。
31
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
﹁
権
利
﹂
が
口
に
さ
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
対
立
利
益
と
の
個
別
衡
量
を
寄
せ
付
け
な
い
ほ
ど
、
強
力
な
ま
た
は
優
越
的
な
法
力
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
表
現
権
は
基
本
権
の
な
か
で
も
憲
法
理
論
上
、
絶
対
権
に
近
似
し
た
地
位
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
対
立
利
益
と
の
個
別
的
衡
量
を
可
能
な
か
ぎ
り
排
除
す
る
思
考
に
浸
潤
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
表
現
の
自
由
の
限
界
が
問
わ
れ
て
い
る
事
案
に
お
い
て
は
、
判
例
・
学
説
は
個
別
的
衡
量
に
よ
っ
て
事
案
を
解
決
し
た
り
、
規
制
利
益
と
の
比
例
性
︵
proportionality
︶
を
問
う
た
り
す
る
こ
と
を
極
力
避
け
よ
う
と
す
る
。
表
現
の
自
由
に
関
す
る
連
邦
最
高
裁
判
決
は
、
大
陸
に
は
み
ら
れ
な
い
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
第
一
は
、
表
現
の
自
由
の
限
界
を
画
す
に
あ
た
っ
て
法
準
則
︵
legalrules︶
中
心
の
展
開
を
示
し
て
き
て
い
る
こ
と
。
法
準
則
と
は
、
い
く
つ
か
の
要
件
か
ら
な
る
定
式
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
司
法
事
実
の
司
法
審
査
を
通
し
て
、
問
題
の
言
明
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
所
定
の
効
果
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の
準
拠
枠
を
(
)
い
う
。
法
準
則
は
、
基
準
︵
standard
︶
と
は
違
っ
て
、
結
論
を
誘
導
す
る
32
力
を
も
っ
た
定
式
を
い
う
の
で
あ
る
。
連
邦
最
高
裁
は
、
表
現
の
自
由
の
事
案
に
お
い
て
は
、
格
別
に
法
準
則
指
向
的
態
度
に
で
て
お
り
、
個
別
的
な
利
益
衡
量
を
避
け
よ
う
と
し
て
き
て
(
)
い
る
。
こ
の
点
は
、
大
陸
︵
な
か
で
も
、
ド
イ
ツ
の
学
説
・
判
例
︶
の
思
考
と
は
対
照
的
で
33
(
)
あ
り
、
表
現
の
自
由
を
制
限
す
る
に
あ
た
っ
て
、
関
連
性
の
な
い
諸
要
素
が
利
益
衡
量
要
素
に
含
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
、
ア
メ
リ
カ
独
自
34
の
創
意
で
あ
る
。
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
い
え
ば
、
憲
法
上
の
﹁
現
実
の
悪
意
ル
ー
ル
﹂
し
か
り
、
公
的
記
録
︵
public
re-
cord
︶
の
理
論
し
か
り
で
あ
る
。
連
邦
最
高
裁
判
例
の
法
準
則
指
向
の
姿
勢
は
、
あ
る
規
制
が
表
現
の
自
由
を
萎
縮
さ
せ
な
い
よ
う
、
神
経
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質
な
ほ
ど
配
慮
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。
第
二
は
、
表
現
の
自
由
に
い
う
自
由
を
消
極
的
な
意
味
、
す
な
わ
ち
、
国
家
か
ら
の
強
制
・
妨
害
を
排
除
す
る
法
力
と
し
て
捉
え
て
き
た
こ
と
。
言
い
換
え
れ
ば
、
最
高
裁
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
市
場
に
お
け
る
情
報
流
通
の
適
正
な
質
・
量
を
、
表
現
の
自
由
の
保
障
の
名
の
も
と
で
、
国
家
の
手
に
よ
っ
て
創
出
・
操
作
す
る
こ
と
に
警
戒
的
で
(
)
あ
る
。
あ
る
意
味
で
の
積
極
的
自
由
論
に
簡
単
に
与
す
る
こ
と
は
な
い
。
35
第
三
は
、
表
現
の
自
由
の
機
能
を
個
人
的
な
利
益
と
関
連
づ
け
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
。
こ
の
傾
向
に
関
し
て
は
、
学
説
内
に
論
争
を
喚
ん
で
お
り
、
現
時
点
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
な
い
よ
う
で
は
あ
る
も
の
の
、
revisionists
の
台
頭
が
学
界
に
顕
著
で
あ
る
。
revisionists
と
呼
ば
れ
て
い
る
論
者
と
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
連
邦
最
高
裁
判
例
の
流
れ
に
変
化
を
見
て
取
る
一
群
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
連
邦
最
高
裁
判
例
が
一
時
の
民
主
プ
ロ
セ
ス
関
連
的
表
現
、
す
な
わ
ち
、﹁
公
的
言
論
﹂
の
保
護
か
ら
、
最
近
で
は
個
人
的
・
主
観
的
な
自
由
︵
そ
れ
も
消
極
的
な
自
由
︶
保
護
へ
と
転
換
し
て
い
る
、
と
主
張
し
て
(
)
い
る
。
最
高
裁
判
例
の
全
体
の
流
れ
が
revisionists
の
主
張
の
36
と
お
り
展
開
し
て
き
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
、
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
事
案
に
お
け
る
最
高
裁
の
姿
勢
は
、
民
主
プ
ロ
セ
ス
論
を
基
礎
と
す
る
﹁
公
的
言
論
﹂
擁
護
論
で
は
(
)
な
い
。
37
第
四
は
、
hate
speech
規
制
を
違
憲
だ
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
最
高
裁
は
、
表
現
の
自
由
規
制
論
拠
と
し
て
道
徳
的
な
観
点
︵
法
益
︶
を
重
視
せ
ず
、
モ
ラ
リ
ズ
ム
的
発
想
を
排
除
し
よ
う
と
し
て
き
て
い
る
(
)
こ
と
。
表
現
の
自
由
と
対
立
す
る
利
益
が
、
た
と
え
万
人
の
疑
問
を
38
寄
せ
付
け
な
い
道
徳
的
価
値
を
持
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
定
義
や
実
体
的
価
値
の
不
明
瞭
な
と
き
、
最
高
裁
は
、
そ
の
法
益
を
規
制
理
由
と
す
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
る
。
表
現
の
自
由
と
対
立
す
る
法
益
は
、
外
延
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
そ
の
実
体
も
権
利
ま
た
は
自
由
の
名
で
説
得
的
に
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
︵
表
現
の
自
由
と
対
立
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
こ
の
観
点
に
立
っ
た
と
き
、
そ
の
権
利
性
に
疑
問
が
も
た
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
ふ
(
)
れ
る
︶。
39
⑵
以
上
の
傾
向
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
裁
判
例
に
︱
︱
数
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
連
邦
最
高
裁
の
判
例
に
も
︱
︱
次
の
よ
う
に
、
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
プライバシーの権利と表現の自由（1）（阪本昌成）
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右
の
第
一
点
、
法
準
則
︵
legalrules︶
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
私
的
・
個
人
的
情
報
が
公
表
さ
れ
た
と
し
て
も
、
当
該
情
報
が
public
dom
ain
に
属
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
public
record
ま
た
は
public
inform
ation
と
し
て
、
そ
の
公
表
に
つ
き
法
的
責
任
を
問
わ
な
い
と
す
る
﹁
法
準
則
﹂
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
準
則
は
、
裁
判
官
に
よ
る
個
別
的
利
益
衡
量
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
工
夫
で
あ
る
。
 
右
の
第
二
点
、
表
現
の
自
由
の
消
極
的
な
法
的
性
質
に
つ
い
て
い
え
ば
、
最
高
裁
は
、
州
法
ま
た
は
州
の
判
例
法
が
表
現
の
自
由
を
制
限
し
て
い
る
と
き
、
こ
の
制
限
を
state
action
と
み
て
、
妨
害
排
除
権
と
し
て
の
表
現
の
自
由
を
前
面
に
出
す
。
連
邦
最
高
裁
に
と
っ
て
は
、
私
法
︵
不
法
行
為
問
題
︶
で
あ
る
か
、
そ
う
で
な
い
か
と
い
う
違
い
は
、
形
式
の
問
題
に
す
ぎ
(
)
な
い
。
ま
た
、
情
報
流
通
の
適
正
化
と
40
の
関
連
で
い
え
ば
、
自
由
の
質
・
量
は
政
府
に
よ
っ
て
管
理
・
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
、
連
邦
最
高
裁
は
、
公
衆
の
関
心
事
︵
public
interest︶
に
つ
い
て
、
実
体
的
な
価
値
判
断
を
避
け
よ
う
と
し
て
(
)
い
る
。
さ
ら
に
、
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
41
保
護
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
法
は
、
Ｅ
Ｕ
の
個
人
情
報
保
護
法
制
タ
イ
プ
︵
個
人
デ
ー
タ
流
通
の
政
府
に
よ
る
監
視
体
制
︶
に
よ
る
こ
と
を
拒
否
し
、
経
済
市
場
に
お
け
る
自
由
な
情
報
流
通
を
優
先
さ
せ
る
基
本
方
針
を
貫
い
て
い
る
。
表
現
の
自
由
に
お
い
て
た
び
た
び
口
に
さ
れ
る
﹁
思
想
の
自
由
市
場
﹂
も
、
か
よ
う
な
経
済
市
場
に
お
け
る
自
由
な
情
報
流
通
優
先
の
思
考
を
表
し
て
い
る
。
!
先
に
い
う
第
三
の
民
主
プ
ロ
セ
ス
論
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
る
連
邦
最
高
裁
判
例
は
、
公
表
さ
れ
た
情
報
の
属
性
を
重
視
し
な
い
で
、
情
報
の
入
手
方
法
を
決
定
的
要
素
と
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
姿
勢
は
、
あ
る
い
は
、
revisionists
の
主
張
を
裏
づ
け
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
そ
う
結
論
す
る
に
は
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
す
ぎ
る
。
も
っ
と
も
、
右
の
 
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
最
高
裁
判
例
が
、
公
衆
の
関
心
事
︵
public
interest︶
に
つ
い
て
、
実
体
的
な
価
値
判
断
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
民
主
制
維
持
論
の
色
合
い
は
霞
ん
で
き
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
な
お
、
州
の
判
例
は
、
判
定
に
迷
う
﹁
公
衆
の
関
心
事
﹂
の
理
論
に
代
え
て
、
new
sw
orthiness
い
う
用
語
に
よ
り
、
メ
デ
ィ
ア
の
判
断
を
尊
重
す
る
傾
向
に
(
)
あ
る
。
42
¤
先
の
第
四
点
、
脱
モ
ラ
リ
ズ
ム
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
概
念
を
道
徳
的
な
価
値
と
関
連
づ
け
る
こ
と
を
避
け
、
対
立
す
る
表
現
の
自
由
の
限
界
に
つ
い
て
も
、
右
の
第
三
点
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
一
定
の
道
徳
的
な
価
値
に
資
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
評
定
を
避
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
高
裁
判
例
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
人
間
の
尊
厳
や
人
格
︵
人
格
性
︶
と
関
連
づ
け
る
こ
と
が
少
な
立教法学 第 76号（2009)
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い
︵
た
と
え
、
関
連
づ
け
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
法
益
の
重
要
さ
を
強
調
す
る
た
め
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
な
っ
て
(
)
い
る
︶。
も
し
プ
ラ
イ
バ
シ
43
ー
権
を
、
垂
訓
の
臭
い
の
す
る
人
格
権
ま
た
は
人
間
の
尊
厳
に
関
連
づ
け
れ
ば
、
そ
の
保
護
領
域
は
拡
散
し
、
他
方
、
表
現
の
自
由
を
民
主
制
と
関
連
づ
け
れ
ば
、
そ
の
保
護
領
域
は
限
定
さ
れ
る
、
と
気
づ
か
れ
て
い
る
か
ら
で
(
)
あ
る
。
44

﹁
私
生
活
上
の
事
実
公
表
﹂
事
案
に
関
す
る
連
邦
最
高
裁
判
決
⑴
世
界
的
に
み
て
、$
ア
メ
リ
カ
の
表
現
権
理
論
が
例
外
的
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
法
理
論
は
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
過
小
で
、
表
現
の
自
由
保
障
が
過
大
だ
%
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
典
型
例
が
名
誉
毀
損
に
お
け
る
憲
法
上
の
﹁
現
実
の
悪
意
ル
ー
ル
﹂
で
あ
る
。
名
誉
毀
損
に
お
け
る
N
ew
Y
ork
T
im
es
C
o.v.Sulivan,376
U
.S.254︵
1964︶
に
お
い
て
連
邦
最
高
裁
が
突
然
に
創
り
あ
げ
た
﹁
現
実
の
悪
意
ル
(
)
ー
ル
﹂
の
評
判
は
、
実
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
芳
し
く
(
)
な
い
︵
日
本
に
お
い
て
は
、
言
論
保
護
的
で
あ
る
45
46
と
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
︶
。
そ
の
理
由
は
、

同
ル
ー
ル
の
意
味
内
容
お
よ
び
ね
ら
い
が
不
明
で
あ
る
こ
と
︵
従
来
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
も
存
在
し
て
き
た
actualm
alice
と
は
全
く
異
質
の
法
準
則
で
あ
る
が
、
ど
こ
が
ど
う
違
う
の
か
と
い
う
細
目
と
な
る
と
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
︶
、

連
邦
最
高
裁
が
個
別
的
な
救
済
の
処
方
ま
で
指
示
す
る
こ
と
は
、
司
法
権
の
発
動
と
し
て
過
剰
で
あ
る
(
)
こ
と
、

︽
言
論
保
護
的
で
あ
る
よ
う
に
み
え
な
が
ら
、
そ
の
実
、
言
論
保
護
に
は
不
十
分
で
、
名
誉
の
保
護
に
も
不
十
分
だ
︾
に
47
い
う
、
帯
に
は
短
い
が
襷
に
は
長
い
法
準
則
で
あ
る
こ
と
等
で
(
)
あ
る
。
48
⑵
不
法
行
為
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
連
邦
最
高
裁
判
例
の
な
か
で
も
、﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
の
先
例
と
し
て
適
切
な
も
の
は
存
在
し
な
い
。
強
姦
被
害
者
の
身
元
情
報
の
報
道
を
禁
止
し
て
い
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
法
を
違
憲
だ
と
判
断
し
た
C
ox
B
roadcasting
C
o.v.C
ohn,
420
U
.S.469
︵
1975︶
も
、
類
似
の
Florida
Star
v.B
.J.F.,419
U
.S.524︵
1989
︶
も
、
殺
人
を
犯
し
た
未
成
年
者
の
身
元
情
報
の
報
道
に
関
す
る
Sm
ith
v.D
aily
M
ailP
ublxg
C
o.,443
U
.S.97︵
1979︶
も
、
問
題
の
情
報
が
public
dom
ain
に
置
か
れ
て
い
プライバシーの権利と表現の自由（1）（阪本昌成）
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た
こ
と
を
決
定
打
と
し
た
判
例
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
問
題
の
個
人
情
報
の
合・
法・
的・
な・
入・
手・
方・
法・
に
留
意
し
て
下
さ
れ
た
裁
判
例
で
あ
っ
て
、
﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
プ
ロ
パ
ー
を
扱
っ
た
判
例
で
(
ａ
)
は
な
い
48
ま
た
、
労
働
組
合
幹
部
の
携
帯
電
話
か
ら
傍
受
し
た
会
話
を
報
道
し
た
こ
と
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
が
争
わ
れ
た
B
artnicki
v.
V
opper,532
U
.S.514︵
2001︶
に
お
い
て
最
高
裁
は
、
団
体
交
渉
の
実
態
を
報
道
す
る
こ
と
の
利
益
を
優
先
さ
せ
た
が
、
こ
の
事
案
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
紛
争
で
は
な
く
、
州
の
制
定
法
違
反
に
関
す
る
事
案
で
あ
っ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
先
例
と
し
て
の
価
値
は
低
い
。こ
れ
ら
最
高
裁
判
例
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
案
の
特
定
の
事
実
関
係
に
特
有
の
射
程
を
意
識
し
て
下
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ぶ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
理
は
限
定
的
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
最
高
裁
判
例
を
も
っ
て
$
最
高
裁
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
よ
り
も
表
現
の
自
由
を
優
先
さ
せ
て
い
る
%
と
一
般
化
し
断
定
す
る
こ
と
は
性
急
だ
ろ
う
。
そ
う
限
定
し
た
と
し
て
も
な
お
、
こ
れ
ら
最
高
裁
判
例
に
対
し
て
は
学
界
か
ら
も
、$
表
現
の
自
由
の
過
剰
な
保
護
だ
%
と
批
判
も
(
)
強
い
。
論
者
に
よ
っ
て
は
、︽
最
高
裁
判
例
は
﹁
私
生
活
上
の
49
事
実
の
公
表
﹂
事
案
に
お
い
て
は
、
個
人
の
精
神
的
平
穏
利
益
よ
り
も
表
現
の
自
由
を
過
剰
に
優
先
さ
せ
る
傾
向
に
あ
る
︾
と
一
般
化
し
て
最
高
裁
判
例
の
動
向
を
理
解
し
批
判
す
る
も
の
も
(
)
あ
る
。
50
⑶
た
し
か
に
、
最
高
裁
は
、
表
現
の
自
由
を
過
剰
に
保
護
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
連
邦
最
高
裁
判
例
お
よ
び
学
説
に
み
ら
れ
る
表
現
権
理
論
は
、
最
も
理・
念・
的・
で
あ
る
と
同
時
に
実・
務・
的・
だ
と
い
え
る
。
実
務
的
と
は
、
技
術
的
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
具
体
的
紛
争
解
決
に
あ
た
っ
て
の
輪
郭
の
は
っ
き
り
し
た
法
準
則
を
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
に
取
り
だ
さ
な
け
れ
ば
実
務
の
力
に
は
な
ら
な
い
、
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
動
向
は
、
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
不
法
行
為
法
を
﹁
私
人
間
効
力
﹂
と
し
て
捉
え
ず
、
正
面
か
ら
、
修
正
一
条
問
題
だ
︵
連
邦
憲
法
問
題
だ
︶
、
と
設
定
す
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
同
国
の
表
現
権
理
論
は
、
わ
が
国
の
判
例
の
よ
う
に
、
憲
法
二
一
条
の
価
値
を
違
法
性
判
断
の
一
要
素
に
吹
き
込
ん
で
法
処
理
す
れ
ば
足
り
る
と
す
る
姿
勢
が
微
塵
も
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
判
例
・
学
立教法学 第 76号（2009)
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説
は
、
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
関
し
て
州
機
関
︵
議
会
お
よ
び
裁
判
所
︶
が
作
り
あ
げ
て
き
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
ま
た
は
制
定
法
上
の
法
準
則
︱
︱
こ
れ
は
state
action
で
あ
る
︱
︱
の
修
正
一
条
適
合
性
を
問
う
の
で
あ
る
。
﹁
例
外
の
国
ア
メ
リ
カ
﹂
で
の
こ
の
動
向
は
、︽
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
事
案
は
民
事
の
事
件
で
あ
っ
て
、
民
法
の
不
法
行
為
理
論
に
よ
っ
て
法
処
理
す
れ
ば
足
る
︾
と
し
て
、
個
別
衡
量
論
に
つ
か
り
き
っ
て
い
る
わ
が
国
の
実
務
︵
お
よ
び
学
説
︶
と
は
好
対
照
を
示
し
て
い
る
。
彼
国
の
表
現
理
論
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
流
に
い
え
ば
、﹁
最
も
理
念
的
な
も
の
が
最
も
現
実
的
で
あ
る
﹂
よ
う
目
指
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
表
現
理
論
に
学
ぶ
べ
き
点
は
実
に
多
い
。
(
)
See
F
.Schauer,T
he
E
xceptionalFirstA
m
endm
ent,in
M
.IG
N
A
T
IE
F
F
︵
ed.︶,A
M
E
R
IC
A
N
EX
C
E
PT
IO
N
A
LISM
A
N
D
H
U
M
A
N
RIG
H
T
S
29f.︵
2005︶.
31(
)
法
準
則
の
意
義
と
役
割
、
さ
ら
に
は
standard
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
See
K
.Sulivan,T
he
Suprem
e
C
ourt1991
T
erm
:Forew
ord:T
he
Justices
of
32
R
ules
and
Standards,106
H
A
R
V
.L.RE
V
.22,57f.︵
1992︶;
P.Schlag,R
ules
and
Standards,33
U
C
LA
L.RE
V
.379︵
1985︶.
(
)
こ
の
こ
と
を
簡
明
に
言
い
換
え
る
と
、
standard
で
は
な
く
rule
に
よ
っ
て
紛
争
解
決
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
両
者
の
区
別
は
、
相
対
的
で
は
あ
る
も
の
33
の
、
rule
と
は
、
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
事
前
に
あ
る
定
式
と
そ
の
要
件
と
を
作
り
上
げ
て
お
い
て
、
要
件
事
実
を
そ
の
要
件
に
当
て
は
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
論
を
導
き
出
す
手
法
で
あ
る
。
(
)
See
R
.E
rrera,Freedom
ofSpeech
in
E
urope,in
G
.N
O
LT
E
︵
ed.︶,EU
R
O
PE
A
N
A
N
D
U
S
CO
N
ST
IT
U
T
IO
N
A
LISM
42︵
2005
︶.
34(
)
次
号
の
第
八
章

⑶
を
み
よ
。
35(
)
See,e.g.,J.M
cG
innis,T
he
O
nce
and
Future
P
roperty-B
ased
V
ision
ofthe
FirstA
m
endm
ent,63
U
.CH
I.L.RE
V
.49︵
1996︶;
D
.R
abban,Free
Speech
36
in
P
rogressive
SocialT
hought,74
T
E
X
.L.RE
V
.951︵
1996︶.
(
)
次
号
の
後
掲
注
︵
︶
お
よ
び
そ
の
本
文
を
み
よ
。
37
101
(
)
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
梶
原
健
佑
﹁
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
﹃
表
現
﹄
の
境
界
﹂
九
大
法
学
九
四
号
四
九
頁
︵
二
〇
〇
七
︶
参
照
。
ま
38
た
、
次
号
の
後
掲
注
︵
︶、︵
︶
お
よ
び
そ
れ
ら
の
本
文
も
み
よ
。
91
96
(
)
後
掲
注
︵
︶、︵
︶
お
よ
び
そ
の
本
文
を
み
よ
。
39
61
62
(
)
有
名
な
N
.Y
.T
im
es
C
o.v.Sulivan
も
、
私
人
間
の
紛
争
だ
っ
た
︵
州
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
紛
争
だ
っ
た
︶。
原
告
︵
被
上
告
人
︶
Sulivan
は
、
本
件
は
連
40
邦
憲
法
問
題
で
は
な
い
、
と
主
張
し
た
こ
と
に
対
し
て
連
邦
最
高
裁
は
、
こ
う
い
う
。
﹁
本
件
は
私
人
間
の
民
事
訴
訟
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
上
告
人
が
、
ア
ラ
バ
マ
州
裁
判
所
が
同
州
の
あ
る
法
準
則
を
適
用
し
た
こ
と
、
こ
の
適
用
は
上
告
人
の
憲
法
上
プライバシーの権利と表現の自由（1）（阪本昌成）
51
の
表
現
の
自
由
を
侵
害
し
無
効
の
制
約
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
と
き
、
民
事
事
件
に
お
け
る
法
の
適
用
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
法
と
は
州
制
定
法
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
て
い
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
点
は
、
重
要
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
州
権
限
を
用
い
る
形
式
が
決
定
的
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
形
式
で
あ
れ
、
州
権
限
が
実
際
に
行
使
さ
れ
て
き
た
か
否
か
こ
そ
決
定
的
で
あ
る
﹂。
か
く
し
て
、
N
.Y
.T
im
esC
o.v.Sulivan
は
、
州
裁
判
所
の
下
し
た
不
法
行
為
判
決
に
対
し
て
憲
法
的
統
制
を
加
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
名
誉
毀
損
の
不
法
行
為
に
つ
い
て
厳
格
責
任
を
問
う
て
き
た
州
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
、
連
邦
憲
法
の
表
現
の
自
由
保
障
規
定
に
よ
っ
て
、
も
や
は
こ
れ
ま
で
の
原
則
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
厳
格
責
任
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
︵
︶
の
ほ
か
、
山
口
成
樹
﹁
名
誉
毀
損
法
に
お
け
る
事
実
と
意
見
㈠
﹂
都
立
法
学
20
会
雑
誌
三
五
巻
一
号
︵
一
九
九
四
︶
一
一
三
頁
の
正
確
な
記
述
が
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
成
立
要
件
に
つ
い
て
、
こ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
﹁
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る
文
書
に
よ
る
名
誉
毀
損
の
成
立
要
件
は
、
①
言
明
が
原
告
の
名
誉
を
毀
損
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
言
明
が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
、
③
言
明
が
第
三
者
に
公
表
さ
れ
た
こ
と
、
④
公
表
に
つ
き
被
告
に
故
意
ま
た
は
過
失
が
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
①
②
に
つ
き
被
告
の
故
意
ま
た
は
過
失
は
要
求
さ
れ
な
い
。
損
害
の
発
生
は
擬
制
さ
れ
、
②
の
虚
偽
性
は
推
定
さ
れ
る
の
で
、
原
告
は
さ
し
あ
た
り
は
①
③
④
を
証
明
す
る
だ
け
で
足
り
る
﹂
。
(
)
次
号
の
後
掲
注
︵
︶
お
よ
び
そ
の
本
文
参
照
。
41
101
(
)
次
号
の
第
八
章

⑴
を
み
よ
。
42(
)
R
.M
urphy,P
roperty
R
ights
in
P
ersonal
Inform
ation:
A
n
E
conom
ic
D
efense
of
P
rivacy,
84
G
E
O
.L.J.2381,2391︵
1996︶
は
、
判
例
は
人
格
43︵
personality
︶
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
の
ご
と
き
、
無
定
型
で
﹁
不
可
譲
の
﹂
権
利
主
張
に
対
し
て
冷
淡
だ
、
と
断
言
す
る
。
人
間
の
尊
厳
論
に
訴
え
る
論
攷
の
代
表
と
し
て
は
、
See
T
.Scanlon,T
hom
son
on
P
rivacy,
4
PH
IL
.&
PU
B
.A
F
F
.215︵
1975︶;E
.B
loustein,P
rivacy
as
an
A
spect
of
H
um
an
D
ignity:
A
n
A
nsw
er
to
D
ean
P
rosser,39
N
.Y
.U
.L.RE
V
.962,984︵
1964︶;B
loustein,T
he
FirstA
m
endm
entand
P
rivacy:T
he
Suprem
e
C
ourtJustices
and
the
P
hilosopher,
28
RU
T
G
E
R
S
.L.RE
V
.41︵
1974︶.
Ｒ
・
ポ
ズ
ナ
ー
︵
R
.Posner︶
は
、
こ
の
主
張
を
﹁
不
法
行
為
の
理
論
で
は
な
い
﹂
と
一
刀
両
断
に
切
り
捨
て
る
。
See
PO
SN
E
R
,T
H
E
EC
O
N
O
M
IC
S
O
F
JU
ST
IC
E
256︵
1981︶.
ポ
ズ
ナ
ー
は
、
不
法
行
為
理
論
と
は
道
徳
的
非
難
可
能
性
の
み
な
ら
ず
、
損
害
の
発
生
と
そ
の
救
済
方
法
に
焦
点
を
置
い
て
い
る
、
と
い
い
た
い
の
だ
ろ
う
。
人
間
の
尊
厳
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
基
礎
づ
け
と
す
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
論
と
し
て
は
、
See,e.g.,R
.G
avison,
P
rivacy
and
the
L
im
itsofL
aw
,89
Y
A
LE
L.J.421,438︵
1980︶︵
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
は
何
ら
関
係
が
な
い
や
り
方
で
尊
厳
や
人
格
を
毀
損
す
る
こ
と
が
で
き
る
︶。
ま
た
、
Ｒ
・
エ
プ
シ
ュ
テ
ィ
ン
︵
R
.E
pstein
︶
の
不
法
行
為
論
の
捉
え
方
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
不
法
行
為
の
慎
重
な
見
方
に
つ
い
て
は
、
E
PST
E
IN
,T
O
R
T
S
,supra
note
27,at
519f.
を
み
よ
。
(
)
前
掲
注
︵
︶
お
よ
び
そ
の
本
文
参
照
。
ま
た
、
次
号
の
後
掲
注
︵
︶
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
本
文
も
み
よ
。
44
36
99
(
)
憲
法
上
の
﹁
現
実
の
悪
意
﹂︵
actualm
alice︶
と
は
、
表
現
内
容
が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
、
ま
た
は
、
虚
偽
で
は
な
い
か
と
の
重
大
な
疑
い
を
実
45
際
に
も
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︵
w
ith
know
ledge
thatthe
m
aterialw
as
false
or
w
ith
reckless
disregard
ofits
falsity
︶
、
調
査
も
し
な
い
で
︵
裏
づ
け
も
と
ら
な
い
で
︶、
開
示
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
い
う
actualm
alice
に
い
う
actual
と
は
、
言
明
者
の
側
の
fault
を
推
定
し
な
い
こ
と
を
指
し
、
m
alice
と
は
、
il
w
il
に
基
づ
い
て
行
動
し
た
こ
と
、
ま
た
は
、
不
正
な
動
機
を
も
っ
て
言
明
に
出
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
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(
)
た
と
え
ば
、
R
.E
pstein,W
as
N
ew
Y
ork
T
im
es
v.Sulivan
W
rong?,53
U
.CH
I.L.RE
V
.782,802-3︵
1986︶
は
、
現
実
の
悪
意
ル
ー
ル
は
絶
対
的
免
責
と
厳
46
格
責
任
と
の
間
の
不
幸
な
妥
協
策
だ
っ
た
、
と
批
判
的
で
あ
る
。
ま
た
、
R
.PO
SN
E
R
,T
H
E
EC
O
N
O
M
IC
S
O
F
JU
ST
IC
E
,supra
note
43,at
293
は
、
同
ル
ー
ル
は
虚
偽
の
言
明
の
も
つ
社
会
的
コ
ス
ト
を
過
小
評
価
し
て
い
る
、
と
批
判
的
で
あ
る
。
(
)
See
D
.A
nderson,FirstA
m
endm
entL
im
itation
on
T
ortL
aw
,69
BR
O
O
K
LY
N
L.RE
V
.755︵
2004︶.
47(
)
See,e.g.,R
.B
ezanson,T
he
L
ibelT
ortT
oday,45
W
A
SH
.&
LE
E
L.RE
V
.535,543︵
1988︶.
そ
の
こ
と
を
論
証
す
る
か
の
よ
う
に
、
G
iles,supra
note
20
48
は
、
名
誉
毀
損
の
事
案
が
陪
審
制
に
よ
っ
て
裁
判
さ
れ
る
事
案
に
お
い
て
は
、
原
告
勝
訴
の
確
率
は
サ
リ
ヴ
ァ
ン
・
ル
ー
ル
の
も
と
で
も
、
従
来
と
変
わ
ら
な
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
(
ａ
)
本
文
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
連
邦
最
高
裁
は
﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
を
不
法
行
為
と
す
る
法
制
が
合
憲
が
ど
う
か
と
い
う
論
点
に
正
面
か
ら
判
断
し
た
こ
と
48
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
Florida
Star
で
の
Ｔ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
︵
T
.M
arshal
︶
裁
判
官
に
よ
る
法
廷
意
見
が
﹁
真
実
情
報
の
公
表
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
は
修
正
一
条
に
抵
触
す
る
と
の
上
告
人
の
広
範
囲
な
主
張
に
関
し
わ
れ
わ
れ
は
判
断
す
る
必
要
は
な
い
﹂
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
に
表
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
当
数
の
学
説
は
、
こ
の
タ
イ
プ
の
不
法
行
為
法
制
と
名
誉
毀
損
不
法
行
為
の
法
制
と
を
比
較
対
照
し
な
が
ら
、〝
真
実
情
報
の
公
表
を
不
法
行
為
だ
と
す
る
こ
と
〟
の
合
憲
性
に
強
い
疑
義
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
)
See,e.g.,M
cN
ulty,supra
note
19,at
127.;
P.E
delm
an,Free
P
ress
v.Privacy:H
aunted
by
the
G
hostofJustice
B
lack,68
T
E
X
.L.RE
V
.1195,1203
49︵
1990
︶.
(
)
See,e.g.,M
cN
ulty,supra
note
19,at
98.
50
EPST
E
IN
,T
O
R
T
S
,supra
note
27,at
541
は
、
強
姦
被
害
者
の
身
元
情
報
の
よ
う
な
セ
ン
シ
テ
ィ
ヴ
な
情
報
は
公
表
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
道
徳
的
な
感
覚
は
、
常
識
に
お
い
て
は
死
滅
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
法
行
為
法
理
論
に
お
い
て
は
、
そ
の
感
覚
は
瀕
死
状
態
か
死
滅
し
た
か
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。
第
三
章
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
secondary
right
だ
と
す
る
国
︱
︱
例
外
の
国
ア
メ
リ
カ

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
捉
え
方
人
間
の
尊
厳
と
関
連
づ
け
な
が
ら
﹁
人
格
権
﹂
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
そ
の
高
優
先
性
を
説
く
わ
が
国
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
︵
権
︶
の
捉
え
方
と
は
違
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
そ
れ
は
、
日
本
人
の
期
待
を
裏
切
る
に
十
分
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
、
人
間
の
尊
厳
、
自
律
、
personhood
等
の
概
念
に
論
拠
づ
け
よ
う
と
す
る
学
説
が
相
当
数
み
ら
れ
る
。
が
、
こ
の
主
張
は
、
概
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
そ
の
も
の
の
道
徳
哲
学
的
解
明
で
あ
る
か
、
プ
ラ
イ
プライバシーの権利と表現の自由（1）（阪本昌成）
53
バ
シ
ー
権
の
重
要
性
の
道
徳
的
訴
え
か
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
法
哲
学
的
に
支
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
論
証
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
理
論
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
社
会
学
的
に
ま
た
は
哲
学
的
に
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
法
的
に
分
析
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
理
解
困
難
な
論
攷
が
多
い
。
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
の
提
唱
と
な
る
と
、
権
利
論
と
し
て
の
堅
固
さ
は
な
く
、
立
法
政
策
論
と
し
て
の
色
合
い
が
強
い
。
ま
た
、
た
と
え
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
法
学
の
世
界
に
お
い
て
認
知
を
受
け
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
不
法
行
為
法
上
の
権
利
と
し
て
、
す
ん
な
り
受
容
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
本
稿
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
法
哲
学
上
の
論
争
に
分
け
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ふ
た
つ
の
見
解
を
紹
介
し
て
、
日
本
法
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
受
け
止
め
方
と
対
照
し
て
み
る
。
ひ
と
つ
が
﹁
法
と
経
済
学
﹂
か
ら
み
た
と
き
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
位
置
、
他
の
ひ
と
つ
が
不
法
行
為
論
か
ら
み
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
位
置
で
あ
る
。

﹁
法
と
経
済
学
﹂
か
ら
み
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
⑴
﹁
法
と
経
済
学
﹂
の
リ
︱
ダ
ー
、
Ｒ
・
ポ
ズ
ナ
ー
︵
R
.Posner︶
は
、
こ
う
い
う
。
﹁
民
事
法
・
刑
事
法
の
双
方
が
、﹃
世
間
用
に
作
り
上
げ
た
自
我
﹄︵
constructed
public
self︶
を
保
護
し
て
い
る
。
名
誉
毀
損
法
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
︵﹁
誤
認
を
生
ぜ
し
め
る
公
表
﹂
を
含
む
︶
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
制
の
う
ち
、
最
も
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
で
あ
る
。
こ
の
法
分
野
は
、
真
実
情
報
に
よ
っ
て
こ
の
自
我
を
侵
害
し
な
い
よ
う
に
と
た
び
た
び
活
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
(
)
あ
る
﹂。
51
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54
ポ
ズ
ナ
ー
に
い
わ
せ
れ
ば
、
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
私
生
活
情
報
を
保
護
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
他
人
を
操
作
︵
m
anipulate︶
す
る
た
め
の
手・
段・
的・
な・
権・
利・
に
す
ぎ
な
い
。
自
分
の
収
入
を
恋
人
に
は
多
く
、
税
務
署
に
は
少
な
く
、
み
せ
よ
う
と
す
る
よ
う
に
。
ポ
ズ
ナ
ー
は
、
こ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
中
間
財
︵
interm
ediate
good
︶
だ
、
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
最
終
財
を
獲
得
す
る
た
め
の
、
ま
さ
に
手
段
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
的
な
人
格
権
論
の
臭
い
は
微
塵
も
な
い
。
経
済
学
ま
た
は
公
共
選
択
理
論
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
真
実
情
報
が
市
場
に
自
由
に
流
れ
、
消
費
者
が
そ
れ
に
自
由
に
ア
ク
セ
ス
で
き
れ
ば
で
き
る
ほ
ど
、
社
会
的
効
用
が
高
(
)
ま
る
。
と
こ
ろ
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
主
張
は
、
と
き
に
は
、
あ
る
人
物
︵
原
告
︶
の
前
52
科
・
前
歴
と
い
う
真
実
情
報
を
公
表
か
ら
保
護
し
、
こ
の
情
報
を
公
表
し
た
被
告
の
行
為
に
不
法
行
為
責
任
を
負
わ
せ
よ
う
と
す
る
。
自
己
の
真
実
情
報
を
隠
し
て
他
人
を
操
作
し
よ
う
と
す
る
主
張
と
、
真
実
情
報
が
市
場
に
自
由
に
流
通
し
て
得
ら
れ
る
社
会
的
効
用
と
ど
ち
ら
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
か
、
と
ポ
ズ
ナ
ー
は
問
う
。
そ
し
て
、
こ
う
答
え
る
。
﹁
公
表
さ
れ
た
事
実
が
偽
り
の
自
分
を
他
者
に
み
せ
よ
う
と
隠
し
て
い
た
情
報
で
あ
れ
ば
、
そ
の
公
表
は
自
分
に
と
っ
て
不
快
で
あ
る
と
か
、
公
衆
の
関
心
の
程
度
は
限
ら
れ
て
い
る
と
か
い
っ
た
事
柄
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
十
分
な
理
由
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
あ
る
財
を
販
売
す
る
人
物
が
虚
偽
の
広
告
を
し
て
お
い
て
、
同
様
の
抗
弁
を
し
た
場
合
と
変
わ
ら
(
)
な
い
﹂。
53
⑵
こ
の
ポ
ズ
ナ
ー
の
主
張
に
抗
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
人
間
の
尊
厳
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
主
張
、
す
な
わ
ち
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
人
間
の
尊
厳
に
基
礎
を
も
つ
人
格
的
利
益
で
あ
っ
て
、
人
間
の
人
格
的
利
益
は
財
と
は
違
う
、
と
い
う
主
張
で
(
)
あ
る
。
54ポ
ズ
ナ
ー
は
、
こ
の
主
張
を
﹁
不
法
行
為
の
理
論
で
は
な
い
﹂
と
断
言
す
る
。
金
銭
に
換
算
で
き
な
い
、
し
か
も
、
主
観
的
な
法
益
を
主
張
し
て
、
こ
の
法
益
侵
害
を
金
銭
賠
償
で
救
済
せ
よ
と
い
う
主
張
に
、
ど
こ
か
胡
散
臭
さ
を
彼
は
感
じ
取
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
プライバシーの権利と表現の自由（1）（阪本昌成）
55
︵
す
ぐ
後
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
Ｒ
・
エ
プ
シ
ュ
テ
ィ
ン
も
、
精
神
的
平
穏
利
益
が
先
走
っ
て
い
る
﹁
私
生
活
上
の
事
実
公
表
﹂
の
不
法
行
為
法
が
、
不
法
行
為
法
の
本
来
の
体
系
か
ら
ず
れ
て
い
る
こ
と
に
、
や
や
苛
立
っ
て
い
る
よ
う
に
み
(
)
え
る
︶
。
55
わ
が
国
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
﹃
逆
転
﹄
事
件
に
類
似
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
先
例
に
、
M
elvin
v.
R
eid,
297
Pac.91︵
C
al
A
pp.1931︶
が
あ
る
。
こ
の
判
決
に
関
す
る
ポ
ズ
ナ
ー
の
評
価
も
、
実
に
厳
し
い
。
R
ed
K
im
ono”
事
件
と
も
称
さ
れ
る
有
名
な
事
案
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
裁
判
所
は
、
か
つ
て
娼
婦
で
あ
っ
て
、
刑
事
被
告
人
に
も
な
っ
た
原
告
の
履
歴
を
公
表
し
た
被
告
の
行
為
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
不
法
行
為
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
裁
判
所
は
、
今
で
は
更
生
し
、
善
き
市
民
と
し
て
生
活
し
て
い
る
原
告
を
勝
訴
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
M
elvin
に
関
し
て
ポ
ズ
ナ
ー
は
、
セ
レ
ブ
の
州
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
だ
け
の
先
例
で
、
多
数
の
判
例
の
踏
襲
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
、
と
注
意
を
喚
起
し
た
う
え
で
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
﹁
こ
の
判
決
は
、
人
間
の
将
来
の
行
動
に
つ
い
て
、
人
び
と
が
過
去
の
履
歴
に
余
り
に
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
お
く
だ
ろ
う
、
ま
た
は
、
更
生
し
た
と
い
う
彼
女
の
情
報
に
信
頼
を
寄
せ
な
い
だ
ろ
う
、
と
予
測
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
思
考
は
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
。
経
済
学
者
は
、
人
び
と
が
市
場
に
お
い
て
か
よ
う
に
行
動
す
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
な
す
政
府
規
制
は
規
制
の
論
拠
と
し
て
不
適
切
だ
、
と
考
え
て
い
る
。
判
決
の
よ
う
な
み
か
た
は
、
市
場
行
動
の
見
方
と
し
て
適
切
で
は
(
)
な
い
﹂。
56
も
う
ひ
と
つ
、
わ
が
国
の
﹃
逆
転
﹄
と
類
似
の
裁
判
例
が
あ
る
。
B
riscoe
v.R
eaderxs
D
igest,483
P.2d
34︵
C
al.1971︶
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
裁
判
所
は
、
既
に
更
生
し
平
穏
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
原
告
の
前
科
・
前
歴
を
公
表
し
た
こ
と
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
判
決
も
セ
レ
ブ
の
州
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
の
も
の
で
あ
る
。
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
管
轄
問
題
と
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56
の
関
連
で
、
こ
の
事
件
が
連
邦
裁
判
所
に
移
送
さ
れ
た
と
き
、
連
邦
地
裁
は
、
後
に
ふ
れ
る
new
sw
orthiness
あ
り
と
い
う
主
た
る
理
由
で
、
sum
m
ary
judgem
ent
に
よ
っ
て
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
た
の
で
(
)
あ
る
。
57
⑶
M
elvin
お
よ
び
B
riscoe
が
異
例
の
判
決
で
あ
る
こ
と
は
、
H
aynes
v.A
lfred
A
.K
nopf,Inc.,8
F
.3d
1222︵
1993︶
を
み
て
も
、
了
解
で
き
る
。
こ
れ
は
、
ニ
コ
ラ
ス
・
レ
ー
マ
ン
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
、
T
H
E
PR
O
M
ISE
D
LA
N
D
が
原
告
の
実
名
を
用
い
て
彼
の
過
去
の
履
歴
、
生
活
ぶ
り
を
詳
細
に
描
い
た
こ
と
を
契
機
と
す
る
事
件
で
あ
る
。
こ
の
小
説
は
、
南
部
で
の
小
作
人
と
し
て
の
数
十
年
前
の
生
活
ぶ
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
依
存
す
る
原
告
と
そ
の
妻
と
の
家
庭
内
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
妻
と
の
離
婚
の
こ
と
、
さ
ら
に
、
別
れ
た
妻
は
シ
カ
ゴ
に
移
り
住
ん
で
再
婚
し
平
穏
な
生
活
を
手
に
入
れ
て
お
り
、
自
分
も
今
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
平
穏
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
、
と
い
う
波
瀾
万
丈
の
人
生
模
様
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
原
告
は
、
描
か
れ
た
事
項
の
大
半
が
真
実
で
あ
る
と
は
い
え
、
自
分
も
再
婚
し
平
穏
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
二
五
年
前
の
事
実
を
被
告
が
公
表
し
た
こ
と
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
だ
、
と
訴
訟
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
H
aynes
で
の
裁
判
長
は
ポ
ズ
ナ
ー
だ
っ
た
。
彼
は
、
小
説
の
内
容
は
﹁
高
度
に
不
快
﹂
で
は
な
く
、
南
部
の
生
活
・
文
化
・
風
習
・
エ
ー
ト
ス
等
を
描
い
た
﹁
公
衆
の
関
心
事
﹂
で
あ
る
と
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
は
該
当
し
な
い
と
判
断
(
)
し
た
。
わ
が
国
の
58
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
﹃
逆
転
﹄
事
件
判
決
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

不
法
行
為
理
論
か
ら
み
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
ポ
ズ
ナ
ー
の
経
済
学
的
な
法
学
に
批
判
的
な
Ｒ
・
エ
プ
シ
ュ
テ
ィ
ン
︵
R
.E
pstein
︶
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
か
ぎ
り
ポ
ズ
ナ
ー
に
共
鳴
し
て
、﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
素
性
は
高
貴
で
あ
っ
て
も
、
文
明
社
会
に
お
い
て
最
も
重
要
で
な
い
不
法
行
為
︵
least
im
por-
tant
tort︶
で
あ
る
﹂
と
(
)
い
う
。
別
の
箇
所
で
彼
は
、
H
aynes
そ
の
他
類
似
の
先
例
に
ふ
れ
な
が
ら
、
﹁
更
生
お
よ
び
個
人
の
感
受
性
59
と
い
う
デ
リ
ケ
ー
ト
な
論
点
は
、
人
間
の
生
き
る
姿
勢
を
誘
導
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
法
的
な
分
析
ま
で
は
指
示
し
な
い
よ
う
で
プライバシーの権利と表現の自由（1）（阪本昌成）
57
(
)
あ
る
﹂
と
絶
妙
な
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
て
い
る
。
60エ
プ
シ
ュ
テ
ィ
ン
の
示
す
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
︵
権
︶
へ
の
態
度
は
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
法
が
、
人
間
の
尊
厳
論
に
よ
ら
ず
、
自
由
の
概
念
を
法
体
系
の
基
底
と
し
て
い
る
こ
と
、
不
法
行
為
理
論
に
道
徳
的
な
判
定
を
混
入
さ
せ
な
い
で
、
可
能
な
か
ぎ
り
、
権
利
の
言
葉
で
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
等
と
関
連
し
て
い
る
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
法
理
論
か
ら
み
れ
ば
、﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
﹂
は
、

客
観
化
さ
れ
ざ
る
法
益
、
す
な
わ
ち
、
主
観
的
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
選
好
︵
privacy
preferences.
自
己
情
報
の
う
ち
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ヴ
で
あ
る
と
感
ず
る
た
め
に
他
者
か
ら
隠
し
て
お
き
た
い
か
と
い
う
個
人
的
選
好
︶
を
権
利
の
名
で
強
引
に
呼
ぼ
う
と
し
て
い
る
点
、

真
実
情
報
の
秘
匿
を
権
利
の
名
で
正
当
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
、
名
誉
権
と
比
べ
、
明
ら
か
に
脆
弱
な
権
利
と
映
る
の
で
(
)
あ
る
。
61
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
名
誉
権
侵
害
と
比
べ
て
、﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
の
不
法
行
為
は
、
被
告
の
法
的
責
任
を
問
う
に
十
分
か
つ
明
確
な
要
件
と
理
由
づ
け
に
成
功
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
点
を
も
う
少
し
ば
か
り
考
え
て
み
よ
う
。

次
章
へ
の
見
通
し
﹁
権
利
﹂
と
は
、
法
人
格
の
行・
為・
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
、
客
観
化
可
能
な
主
張
で
あ
り
、
し
か
も
、
高
い
優
先
度
を
も
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
(
)
な
い
。
自
由
権
は
、
相
互
行
為
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
社
会
に
お
い
て
個
々
の
人
間
が
活
動
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
62
そ
れ
へ
の
外
的
強
制
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
個
人
的
主
張
で
あ
り
、
財
産
権
は
人
の
活
動
の
所
産
に
対
す
る
排
他
性
の
主
張
で
あ
る
。
自
由
権
や
財
産
権
は
、
そ
の
主
体
の
活
動
の
な
か
で
他
者
に
も
可
視
化
さ
れ
客
観
化
さ
れ
た
、
優
先
度
の
高
い
法
的
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
主
張
は
、
主
体
︵
原
告
︶
の
活
動
と
関
連
づ
け
ら
れ
な
い
(
)
ま
ま
、
相
手
方
︵
被
告
︶
の
行
為
63
の
法
的
責
任
を
追
及
す
る
主
張
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
主
張
が
権
利
侵
害
の
名
で
成
立
し
て
よ
い
も
の
か
と
問
う
法
哲
学
者
は
、
こ
の
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58
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
い
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
二
級
の
権
利
だ
と
い
う
人
び
と
も
ま
た
、
右
の
疑
義
を
も
っ
て
い
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
い
う
二
級
品
と
比
べ
れ
ば
、
真
実
情
報
の
自
由
な
流
通
と
い
う
社
会
的
効
用
の
ほ
う
が
重
要
だ
、
と
も
彼
ら
は
感
じ
取
っ
て
い
る
わ
け
で
(
)
あ
る
。
64
さ
ら
に
ま
た
、
人
間
の
尊
厳
や
自
律
と
い
う
、
人
の
類
と
し
て
の
価
値
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
基
礎
づ
け
と
す
る
理
論
は
、
﹁
道
徳
の
理
論
で
あ
っ
て
不
法
行
為
の
理
論
で
は
な
い
﹂
と
論
断
す
る
論
(
)
者
は
、
権
利
と
責
任
と
い
う
相
関
的
法
構
造
を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
65
ろ
う
。
私
は
、
先
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
︵
権
︶
の
脆
弱
さ
を
概
観
し
て
お
い
た
︵﹁
は
じ
め
に
﹂

を
み
よ
︶
。
ま
た
、
私
は
、﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
素
性
は
高
貴
で
あ
っ
て
も
、
文
明
社
会
に
お
い
て
最
も
重
要
で
な
い
不
法
行
為
︵
the
least
im
portant
tort︶
で
あ
る
﹂
と
の
エ
プ
シ
ュ
テ
ィ
ン
の
評
価
も
右
で
紹
介
し
た
。
エ
プ
シ
ュ
テ
ィ
ン
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
見
方
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
履
歴
を
振
り
返
っ
た
と
き
、
も
っ
と
も
で
あ
る
。
(
)
R
.PO
SN
E
R
,O
V
E
R
C
O
M
IN
G
LA
W
532︵
1995︶.
51(
)
ア
メ
リ
カ
で
の
民
間
部
門
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
は
、
包
括
的
な
法
律
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
セ
ク
タ
ー
別
の
、
最
小
限
規
制
に
と
ど
め
、
関
係
業
界
の
自
主
規
制
52
に
期
待
す
る
、
と
い
う
基
本
原
則
に
よ
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
個
人
情
報
保
護
に
過
剰
に
反
応
す
れ
ば
、
真
実
情
報
の
自
由
な
流
通
を
阻
害
し
、
社
会
的
効
用
を
低
下
さ
せ
る
、
と
﹁
法
と
経
済
学
﹂
的
に
考
え
ら
れ
た
う
え
で
の
結
論
で
あ
る
。
か
よ
う
に
、﹁
法
と
経
済
学
﹂
は
、
個
人
情
報
保
護
の
名
の
も
と
で
、
現
在
、
企
業
が
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
社
会
的
費
用
を
内
部
化
す
る
よ
う
義
務
づ
け
る
と
す
れ
ば
、
企
業
の
負
担
せ
ざ
る
を
え
な
い
コ
ス
ト
が
膨
大
に
な
っ
て
し
ま
い
、
結
局
は
、
だ
れ
の
利
益
に
も
な
ら
な
い
、
と
警
戒
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
分
析
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
最
も
有
益
な
分
析
視
点
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
は
、
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
受
賞
者
の
手
に
よ
る
G
.Stigler,supra
note
11,at
628-29
が
あ
る
.
(
)
PO
SN
E
R
,T
H
E
EC
O
N
O
M
IC
S
O
F
JU
ST
IC
E
,supra
note
43,at
264.
53(
)
EPST
E
IN
,T
O
R
T
S
,supra
note
27,at
540.
54(
)
Ibid.,at
539;
R
.E
pstein,P
rivacy,P
roperty
R
ights,and
M
isrepresentation,12
GA
.L.RE
V
.455,463
︵
1987︶.
55(
)
PO
SN
E
R
,O
V
E
R
C
O
M
IN
G
LA
W
,supra
note
51,at
541.M
elvin
で
の
決
め
手
は
、
原
告
が
無
罪
判
決
を
受
け
て
い
た
、
と
い
う
点
に
あ
る
、
と
私
は
診
断
し
て
い
56
プライバシーの権利と表現の自由（1）（阪本昌成）
59
る
。前
掲
(
)で
あ
げ
た
Ｇ
・
ス
テ
ィ
グ
ラ
ー
︵
G
.Stigler︶
も
、
こ
う
い
う
。
52
﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
諸
法
律
は
、
あ
る
情
報
主
体
に
関
す
る
情
報
を
他
者
が
知
り
う
る
︵
利
用
で
き
る
︶
量
を
減
少
さ
せ
る
、
と
い
う
共
通
項
を
も
っ
て
い
る
。
あ
る
個
人
情
報
に
他
者
が
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
物
の
個
人
情
報
を
収
集
す
る
や
り
方
と
し
て
当
事
者
は
、
︵
ウ
ラ
︶
取
引
き
す
る
こ
と
に
な
る
﹂
。
﹁
す
べ
て
の
経
済
社
会
的
生
活
は
、
類
型
化
︵
さ
れ
た
知
識
＝
差
別
化
情
報
︶
に
依
存
し
て
お
り
、
取
引
対
象
が
ど
の
類
型
に
属
す
る
か
を
知
る
こ
と
で
十
分
で
あ
る
︵
＝
完
全
情
報
は
不
要
で
あ
る
︶。
…
…
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
立
法
は
、
類
型
︵
差
別
︶
化
情
報
に
達
す
る
た
め
の
費
用
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
コ
ス
ト
と
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
い
わ
れ
て
い
る
類
型
の
数
と
、
そ
れ
ら
が
満
た
す
正
確
さ
を
知
る
た
め
の
費
用
の
こ
と
で
あ
る
﹂。
G
.Stigler,supra
note
11,at
628-29.
(
)
本
文
に
ふ
れ
た
連
邦
地
裁
の
B
riscoe
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
文
の
記
述
は
、
A
.H
il,D
efam
ation
and
P
rivacy
under
the
First
A
m
end-
57
m
ent,76
CO
LU
M
.L.RE
V
.1205,1263,n.273
に
よ
っ
た
。
(
)
ポ
ズ
ナ
ー
自
身
に
よ
る
H
aynes
解
説
に
つ
い
て
は
、
See
PO
SN
E
R
,O
V
E
R
C
O
M
IN
G
LA
W
,supra
note
51,at
543-46.
58(
)
E
pstein,P
rivacy,P
roperty
R
ights,and
M
isrepresentation,supra
note
55,at464
は
、
不
法
行
為
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
底
流
に
あ
る
、
自
己
の
イ
メ
ー
ジ
所
59
有
と
い
う
利
益
は
明
ら
か
に
弱
く
、
す
べ
て
の
状
況
に
お
い
て
主
体
が
排
他
的
管
理
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
論
拠
と
は
な
り
が
た
い
、
と
指
摘
す
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
脆
弱
な
権
利
な
の
だ
と
い
い
た
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
M
urphy,supra
note
43,at
2382
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
第
二
級
の
権
利
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
(
)
EPST
E
IN
,T
O
R
T
S
,supra
note
27,at
540.
60(
)
See,e.g.,EPST
E
IN
,T
O
R
T
S
,supra
note
27,at
539.
61(
)
徹
底
し
た
リ
バ
タ
リ
ア
ン
で
あ
る
Ａ
・
ラ
ン
ド
︵
A
.R
and
︶
の
﹁
客
観
主
義
﹂
の
権
利
論
に
依
拠
し
な
が
ら
、
︽
権
利
は
す
べ
て
行
為
す
る
こ
と
の
権
利
で
あ
る
︾
62
と
の
論
を
展
開
す
る
A
.Peikof,B
eyond
R
eductionism
,supra
note
7,at
20-22︵
2008︶
参
照
︵
行
為
と
関
連
づ
け
ら
れ
な
い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
主
張
は
bad
idea
で
あ
る
︶。
(
)
ア
メ
リ
カ
法
が
人
格
権
を
知
ら
な
い
理
由
は
、

権
利
は
人
間
の
活
動
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
、

人
間
が
存
在
す
る
こ
と
だ
け
で
そ
こ
に
人
間
63
特
有
の
価
値
を
見
出
す
理
論
は
道
徳
の
理
論
で
あ
っ
て
、
行
為
の
体
系
を
論
ず
る
法
理
論
に
と
っ
て
は
親
和
的
で
な
い
、

し
か
も
、
尊
厳
あ
る
存
在
を
危
殆
に
陥
れ
る
と
い
う
理
由
で
法
的
責
任
を
容
認
す
る
理
論
は
不
法
行
為
法
に
と
っ
て
は
危
険
で
あ
る
、
±
人
格
権
と
い
わ
れ
る
も
の
に
明
確
な
共
通
の
法
益
を
発
見
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、
と
い
っ
た
点
に
あ
る
。
な
お
、
前
掲
注
︵
︶
お
よ
び
次
号
の
後
掲
注
︵
︶
も
み
よ
。︽
人
格
価
値
そ・
の・
も・
の・
が
権
利
と
な
る
︾
と
か
︽
道
徳
的
自
律
62
82
の
存・
在・
に
か
か
わ
る
情
報
が
権
利
の
名
で
保
護
さ
れ
る
︾
と
い
う
理
論
は
、
人
間
存
在
に
関
す
る
形
式
論
理
学
の
所
産
で
あ
っ
て
、
法
学
の
理
論
で
は
な
い
、
と
私
に
は
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
(
)
EPST
E
IN
,T
O
R
T
S
,supra
note
27,at539
は
、
原
告
に
関
す
る
真
実
情
報
の
公
表
が
﹁
公
衆
の
正
当
な
関
心
事
﹂
で
は
な
い
と
い
う
事
態
は
め
っ
た
に
な
い
、
と
い
64
う
。
公
衆
の
関
心
事
に
つ
い
て
は
、
第
八
章
を
み
よ
。
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(
)
前
掲
注
︵
︶
お
よ
び
そ
の
本
文
参
照
︵
ポ
ズ
ナ
ー
の
断
定
︶。
65
43
第
四
章
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
履
歴

W
arren
&
B
randeis
論
文
の
神
話
⑴
S.W
arren
&
L.B
randeis,T
he
R
ightofP
rivacy,4
H
A
R
V
.L.RE
V
.193︵
1890︶
が
公
表
さ
れ
て
か
ら
一
〇
〇
余
年
。
彼
ら
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
も
っ
て
、﹁
自
然
権
﹂、﹁
不
可
侵
の
人
格
﹂
ま
た
は
精
神
的
平
穏
利
益
を
実
体
と
す
る
権
利
だ
と
主
張
し
な
が
ら
、︽
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
判
例
は
、
契
約
違
反
の
法
理
で
も
、
財
産
権
侵
害
で
も
、
名
誉
毀
損
で
も
説
明
し
き
れ
な
い
、
独
立
の
法
益
を
保
護
し
て
き
た
︾
と
独
自
の
記
述
的
判
例
分
析
を
展
開
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
以
来
、
こ
の
論
文
は
後
世
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
研
究
者
に
と
っ
て
聖
典
と
な
っ
て
き
た
。
ウ
ォ
レ
ン
と
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
︵
W
arren
&
B
randeis︶
論
文
は
、
い
わ
ば
控
除
法
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
論
拠
づ
け
る
も
の
に
と
ど
ま
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
積
極
的
な
規
範
的
論
拠
づ
け
と
な
る
と
、
貧
弱
だ
っ
た
。
こ
の
論
文
に
つ
い
て
、
あ
る
論
者
は
﹁
ウ
ォ
レ
ン
と
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
論
文
の
ね
ら
い
は
、
個
別
的
な
損
害
の
救
済
の
論
拠
を
論
理
的
に
解
明
す
る
こ
と
よ
り
も
、
﹃
不
可
侵
の
人
格
﹄
へ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
説
く
こ
と
に
急
で
あ
(
)
っ
た
﹂
と
い
い
、
ま
た
別
の
論
者
は
、
真
実
情
報
の
公
表
に
つ
い
て
不
法
行
為
責
任
を
問
66
お
う
と
す
る
彼
ら
の
論
文
は
、︽
表
現
の
自
由
と
の
衡
量
を
通
過
さ
せ
て
は
い
な
い
点
で
、
当
初
よ
り
、
説
得
的
で
は
な
か
っ
た
︾
と
い
う
の
で
(
)
あ
る
。
67
⑵
そ
の
後
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
法
認
に
は
、
時
間
を
要
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
が
ウ
ォ
レ
ン
と
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
主
張
の
一
部
、
す
な
わ
ち
、
肖
像
の
無
断
利
用
を
制
定
法
上
禁
止
す
る
と
し
た
の
が
一
九
〇
四
年
で
(
)
あ
り
、
判
例
上
は
じ
め
て
承
認
を
受
け
た
68
の
が
一
九
〇
五
年
の
P
avesich
v.N
ew
E
ngland
L
ife
Insurance
C
o.,50
S.E
.68︵
G
a.1905︶
に
お
い
て
の
こ
と
で
(
)
あ
る
。
こ
れ
69
は
、
生
命
保
険
会
社
の
広
告
に
原
告
の
顔
写
真
が
無
断
利
用
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
プライバシーの権利と表現の自由（1）（阪本昌成）
61
P
avesich
の
論
理
は
、
次
の
よ
う
に
、
大
時
代
が
か
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
﹁
自
分
の
肖
像
が
営
利
広
告
に
無
断
使
用
さ
れ
た
と
知
っ
た
人
は
、
自
分
の
自
由
が
剥
奪
さ
れ
た
と
感
じ
、
暫
定
的
で
あ
れ
、
他
者
の
管
理
下
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
て
、
無
慈
悲
な
主
人
へ
の
奉
仕
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
奴
隷
の
よ
う
に
、
自
由
の
希
望
す
ら
な
い
と
感
ず
る
だ
(
)
ろ
う
﹂。
70
こ
う
述
べ
た
う
え
で
P
avesich
は
、
こ
の
被
侵
害
利
益
を
﹁
自
然
権
に
由
来
す
る
と
こ
ろ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
だ
﹂
と
述
べ
た
の
で
あ
る
︵
類
似
の
事
案
が
今
日
提
起
さ
れ
れ
ば
財
産
権
的
な
法
益
で
あ
る
publicity
の
権
利
と
し
て
扱
わ
れ
る
だ
ろ
う
︶
。
こ
こ
で
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
制
定
法
と
判
例
法
に
よ
っ
て
承
認
を
受
け
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
肖
像
・
氏
名
等
の
営
利
的
無
断
利
用
の
領
域
だ
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
⑶
そ
の
後
、
不
法
行
為
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
は
、
一
九
三
九
年
に
、
RE
ST
A
T
E
M
E
N
T
O
F
LA
W
O
F
T
O
R
T
S
の
初
版
に
お
い
て
﹁
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
︵
afairs︶
に
つ
き
知
ら
れ
な
い
利
益
ま
た
は
容
姿
を
公
開
さ
れ
な
い
利
益
を
不
当
に
か
つ
重
大
に
侵
害
し
た
者
は
、
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
明
言
さ
れ
た
。
ま
た
、
多
く
の
法
域
に
お
い
て
も
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ま
た
は
制
定
法
上
の
権
利
と
し
て
急
速
に
承
認
さ
れ
て
い
っ
た
︵
こ
の
こ
と
は
、﹁
は
じ
め
に
﹂
で
ふ
れ
た
︶
。
と
は
い
う
も
の
の
、
求
心
性
を
も
た
な
い
ま
ま
の
そ
の
急
成
長
ぶ
り
は
、
そ
の
言
葉
の
も
っ
て
い
る
珍
し
さ
・
魅
惑
的
な
響
き
が
大
き
く
影
響
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
法
益
の
空
虚
さ
は
今
日
に
お
い
て
も
否
定
し
よ
う
が
な
い
。

混
迷
を
深
め
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
︵
権
︶
概
念
⑴
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
関
す
る
最
初
の
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
が
出
版
さ
れ
た
の
が
一
九
九
(
)
九
年
。
そ
の
三
年
後
に
第
二
版
を
迎
え
た
同
71
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書
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
、

情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ま
た
は
デ
ー
タ
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、

不
法
行
為
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、

自
律
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
︵
中
絶
、
避
妊
、
同
性
愛
と
い
っ
た
選
択
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
︶
と
三
分
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

は
、
個
人
情
報
の
利
用
規
制
に
か
か
わ
る
法
制
度
、
お
も
に
、
個
人
デ
ー
タ
保
護
に
関
す
る
法
律
に
沿
っ
て
、
ま
た
、

は
、
私
生
活
ま
た
は
名
誉
を
侵
害
す
る
不
法
行
為
に
か
か
わ
る
法
制
度
に
沿
っ
て
、
類
型
化
さ
れ
て
(
)
い
る
。
右
の

は
、
中
絶
、
避
妊
、
ソ
ド
ミ
ィ
等
に
関
す
る
規
72
制
の
合
憲
性
を
問
う
さ
い
に
援
用
さ
れ
て
き
た
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
概
念
で
あ
る
。
右
の

に
い
う
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
、

で
の
不
法
行
為
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
の
法
制
度
の
違
い
は
、
重
要
で
あ
る
。
後
者
は
、
個
人
の
権
益
が
﹁
侵
害
﹂
さ
れ
た
こ
と
︵
ま
た
は
、
さ
れ
な
い
よ
う
︶
に
救
済
を
与
え
る
た
め
の
法
制
度
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
前
者
は
個
別
的
に
み
れ
ば
法
益
の
﹁
侵
害
﹂
と
は
い
い
が
た
い
、
い
わ
ゆ
る
情
報
化
社
会
に
お
け
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
を
法
制
度
設
計
す
る
に
あ
た
っ
て
概
念
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︵
私
は
、
こ
の
点
に
留
意
し
て
、
先
に
、﹁
立
法
政
策
論
と
し
て
の
色
合
い
が
強
い
﹂
と
評
し
た
の
で
あ
る
︶
。﹁
社
会
構
造
変
革
指
向
型
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
概
念
﹂
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
(
)
き
る
。
73
こ
う
概
観
し
た
だ
け
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
実
体
・
類
型
が
実
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
お
け
る
堅
固
な
権
利
論
に
欠
け
て
(
)
い
る
。
74
こ
の
現
状
は
、﹁
今
日
に
至
る
ま
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
有
意
義
な
定
義
は
存
在
し
て
い
(
)
な
い
﹂
と
か
﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
75
権
利
は
、
輪
郭
が
不
明
確
で
、
理
論
的
に
も
茫
洋
と
し
た
ま
ま
で
(
)
あ
る
﹂
と
か
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
裏
書
き
し
て
い
る
。
プ
ラ
イ
バ
76
シ
ー
研
究
に
お
け
る
著
名
な
研
究
者
、
Ｒ
・
ポ
ゥ
ス
ト
︵
R
.Post︶
も
、﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
あ
ま
り
に
多
く
の
対
立
し
矛
盾
す
る
次
元
と
絡
ん
で
い
る
た
め
、
複
雑
さ
を
解
明
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
絶
望
的
な
気
に
な
る
﹂
と
(
)
い
う
。
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
77
つ
い
て
、
詳
細
か
つ
卓
抜
な
分
析
を
展
開
し
て
み
せ
た
Ａ
・
ヒ
ル
︵
A
.H
il
︶
も
、
D
efam
ation
and
P
rivacy
under
the
First
A
m
endm
ent,76
CO
LU
M
.L.RE
V
.1205,1207︵
1976︶
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
先
例
に
つ
き
﹁
格
別
に
腹
立
た
し
い
も
の
が
あ
る
︵
especialy
vexatious︶
﹂
と
評
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
(
)
あ
る
。
78
プライバシーの権利と表現の自由（1）（阪本昌成）
63
⑵こ
の
混
迷
状
態
の
根
源
的
な
原
因
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ま
た
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
定
義
ま
た
は
捉
え
方
が
論
者
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
判
例
に
よ
っ
て
、
違
い
す
ぎ
る
こ
と
に
あ
る
。
い
や
、
違
い
す
ぎ
る
と
い
う
よ
り
、
実
の
と
こ
ろ
、
統
一
的
な
法
益
が
な
い
の
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
先
例
を
い
く
つ
か
の
類
型
に
分
け
た
、
今
で
は
古
典
的
な
論
攷
が
、
W
.Prosser,P
rivacy,48
CA
L
.L.RE
V
.
383︵
1960︶
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、﹁
プ
ロ
ッ
サ
ー
の
四
類
型
﹂
と
し
て
後
世
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
四
類
型
と
は
、
本
稿
の
﹁
は
じ
め
に
﹂
で
ふ
れ
た
、
①
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
、
②
私
事
へ
の
侵
入
、
③
誤
認
を
生
ぜ
し
め
る
公
表
、
そ
し
て
、
④
氏
名
・
肖
像
等
の
営
利
的
無
断
利
用
、
で
あ
る
。
プ
ロ
ッ
サ
ー
自
身
は
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
︵
ま
た
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
︶
と
称
さ
れ
て
き
た
も
の
に
は
、$
そ
っ
と
し
て
お
い
て
も
ら
う
権
利
%
︵
a
rightto
be
letalone︶
と
い
う
茫
洋
と
し
た
も
の
以
外
、
統
一
的
な
法
益
が
欠
け
て
い
る
、
と
結
論
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
か
た
わ
ら
で
彼
は
、$
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
事
案
%
と
称
せ
ら
れ
て
き
た
も
の
を
、
侵
害
方・
法・
に
沿
っ
て
四
類
型
に
分
け
て
み
せ
た
の
だ
(
)
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
類
型
論
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
所
与
の
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、﹁
プ
ラ
79
イ
バ
シ
ー
侵
害
﹂
の
事
案
だ
と
主
張
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
の
分
析
枠
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
な
っ
た
の
も
、
プ
ロ
ッ
サ
ー
が
ア
メ
リ
カ
法
律
家
協
会
の
RE
ST
A
T
E
M
E
N
T
︵
SE
C
O
N
D
︶
O
F
LA
W
O
F
T
O
R
T
S
︵
1997︶
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
章
の
解
説
を
担
当
し
た
(
)
こ
と
、
さ
ら
に
、
彼
の
H
A
N
D
B
O
O
K
O
F
T
H
E
LA
W
O
F
T
O
R
T
S
が
定
番
の
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
と
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
80
︵
最
新
の
も
の
は
、
一
九
七
一
年
に
公
刊
さ
れ
た
第
(
)
四
版
︶
。
81
本
稿
の
採
り
あ
げ
る
の
が
、
四
類
型
の
ひ
と
つ
、
表
現
の
自
由
と
の
対
立
調
整
に
つ
い
て
論
争
を
喚
ん
で
き
た
﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
類
型
で
あ
る
︵
残
る
﹁
誤
認
を
生
ぜ
し
め
る
公
表
﹂
は
、
名
誉
毀
損
事
例
と
し
て
、﹁
氏
名
、
肖
像
等
の
無
断
利
用
﹂
の
表
現
は
、
publicity
の
権
利
の
事
案
と
し
て
処
理
さ
れ
れ
ば
足
り
る
、
と
す
る
の
が
学
説
の
大
半
で
あ
る
︶
。
﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
型
不
法
行
為
法
が
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
表
現
の
自
由
と
対
立
す
る
の
か
、
章
を
変
え
て
検
討
し
て
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い
く
。
(
)
D
.Zim
m
erm
an,Inform
ation
as
Speech,Inform
ation
as
G
oods:Som
e
T
houghts
on
M
arketplaces
and
the
B
il
ofR
ights,33
W
M
&
M
A
R
Y
L.RE
V
.
66
665,699
︵
1992︶.
(
)
See
Zuckm
an,supra
note
16,at
260.
67(
)
N
ew
Y
ork
C
ivilR
ights
Law
§
50.
そ
の
フ
ル
テ
ク
ス
ト
は
、
EPST
E
IN
,T
O
R
T
S
,supra
note
27,at
520
参
照
。
68(
)
R
.E
pstein,P
rivacy,P
roperty
R
ights,and
M
isrepresentation,supra
note
55,at464
は
、﹁︵
肖
像
等
の
無
断
利
用
と
い
う
︶
不
法
行
為
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
69
底
流
に
あ
る
、
自
己
の
イ
メ
ー
ジ
所
有
と
い
う
利
益
は
明
ら
か
に
弱
い
﹂
と
い
う
。
ま
た
、
前
掲
注
︵
︶
も
み
よ
。
55
(
)
122
G
a.190,220,50
S.E
.68,80.
70(
)
R
.T
U
R
K
IN
G
T
O
N
,G
.T
R
U
B
O
W
&
A
.A
LLE
N
,PR
IV
A
C
Y
LA
W
:CA
SE
S
A
N
D
M
A
T
E
R
IA
LS
︵
1999︶.
71(
)
R
.T
U
R
K
IN
G
T
O
N
,et.al.,PR
IV
A
C
Y
LA
W
:CA
SE
S
A
N
D
M
A
T
E
R
IA
LS
︵
2d.2002︶.
そ
の
後
は
、
も
っ
ぱ
ら
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
分
析
対
象
と
す
る
書
籍
が
数
冊
公
刊
72
さ
れ
て
い
る
。
See
D
.SO
LO
V
E
,
T
H
E
D
IG
IT
A
L
PE
R
SO
N
:
T
E
C
H
N
O
LO
G
Y
A
N
D
PR
IV
A
C
Y
IN
T
H
E
IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
A
G
E
︵
2004︶;
D
.SO
LO
V
E
&
M
.RO
T
E
N
B
E
R
G
,
IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
PR
IV
A
C
Y
LA
W
︵
2003︶.こ
れ
ら
デ
ー
タ
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
論
者
は
、
こ
の
第
三
類
型
を
検
討
対
象
か
ら
外
す
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
領
域
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
概
念
に
よ
ら
ず
し
て
解
明
す
る
ほ
う
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
概
念
を
混
乱
さ
せ
ず
生
産
的
で
あ
る
、
と
彼
ら
の
多
く
は
考
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
︵
こ
の
理
解
の
方
向
は
、
わ
が
国
で
も
同
じ
で
あ
る
︶。
(
)
阪
本
・
前
掲
注
︵
︶、
九
七
頁
参
照
。
73
11
(
)
See,e.g.,T
H
O
M
SO
N
,T
H
E
RE
A
LM
O
F
RIG
H
T
S
,supra
note
9,at
280f.;G
avison,supra
note
43：
Peikof,B
eyond
R
eductionism
,supra
note
7.
74(
)
See
D
.Solove,C
onceptualizing
P
rivacy,90
CA
L
.L.RE
V
.1087,1088︵
2002︶.
ま
た
、
Solove,A
T
axonom
y
ofP
rivacy,154
U
.PA
.L.RE
V
.477
︵
2006︶
75
も
参
照
。
(
)
See
N
.R
ichards,R
econciling
D
ata
P
rivacy
and
the
FirstA
m
endm
ent,52
U
C
LA
L.RE
V
.1149︵
2005︶.
76(
)
R
.Post,T
hree
C
oncepts
ofP
rivacy,89
GE
O
.L.J.2087︵
2001︶.
77(
)
R
.M
urphy,supra
note
43,at
2388
は
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。﹁
不
法
行
為
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
失
敗
作
だ
っ
た
。
伝
統
的
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
権
利
︵
名
誉
毀
78
損
や
不
法
侵
入
︶
を
補
充
し
て
き
た
点
で
は
、
こ
の
不
法
行
為
は
成
功
し
た
と
い
え
る
も
の
の
、︵
私
事
の
︶
公
表
か
ら
︵
原
告
が
︶
保
護
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
﹂
。
(
)
﹁
プ
ロ
ッ
サ
ー
の
四
類
型
﹂
と
通
称
さ
れ
る
理
論
は
、
G
.D
ickler,T
he
R
ightofP
rivacy:A
P
roposed
R
edifinition,70
U
.S.L.RE
V
435.︵
1936︶
で
論
じ
ら
79
れ
て
い
た
﹁
intrusion/disclosure/appropriation
﹂
を
肉
付
け
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
プ
ロ
ッ
サ
ー
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
で
は
な
い
。
(
)
一
九
七
七
年
の
RE
ST
A
T
E
M
E
N
T
︵
SE
C
O
N
D
︶
O
F
T
O
R
T
S
は
、
§
652B
に
お
い
て
﹁
私
生
活
の
侵
入
﹂
を
、
652C
に
お
い
て
﹁
肖
像
等
の
無
断
利
用
﹂
を
、
§
652D
80
プライバシーの権利と表現の自由（1）（阪本昌成）
65
に
お
い
て
﹁
私
生
活
上
の
事
実
の
公
表
﹂
を
、
そ
し
て
、
§
652E
に
お
い
て
﹁
誤
認
を
生
ぜ
し
め
る
公
表
﹂
を
論
じ
て
い
る
。
(
)
PR
O
SSE
R
,H
A
N
D
B
O
O
K
O
F
T
H
E
LA
W
O
F
T
O
R
T
S
の
初
版
に
お
い
て
、
プ
ロ
ッ
サ
ー
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
事
案
が
い
ず
れ
は
intentionalinfliction
of
em
otional
81
sufering
へ
と
吸
収
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
た
︵
at
1054︶。
こ
の
文
章
は
、
そ
の
後
、
削
除
さ
れ
て
い
る
。
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